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ペルー南部 にお ける海岸 と高地 の交流

増 田 昭 三*

Interregional Relationships in Southern  Peru: Maritime Activities of 

 Highlanders in Three Southern Departments of Arequipa, 

                  Moquegua and Tacna

Shozo  MASUDA

   One of the remarkable characteristics of  Central Andean cul-
ture is the way in which diverse ecological zones are controlled 
vertically by various social groups, thus leading to the formation of 
effective interregional mechanisms of social and political control. 
This concept of "vertical control" has been discussed by ethnologists 
and historians since it was first advanced by John V. Murra. 

   Vertical control implies not only the maximum utilization of 
different ecological zones by agrarian producers, but also barter and 
trade among regions. In the Central Andes pastoralists apparently 

played a major role in the latter aspect. An ethnological investiga-
tion conducted by the author in 1978 revealed that the traditional 
way of bartering among pastoralists and peasants is still practiced 
in some parts of Southern Peru, despite the recent penetration of 
the market economy into the region. 

   However, more significant in terms of interregional contact is 
the activities of the  highlanders of Arequipa, Puno, Ayacucho and 
similar places, in the coastal areas of Southern Peru. Those high-
land people, mostly with agricultural backgrounds, descend en 
masse from their homelands during certain times of the year to work 
as day laborers in such rice-producing regions as  Ocoria,  Camana-
Majes,  Quilca, as well as to engage in macha and camaron hunting. 
The bulk of aquatic products are transported to the large cities, but 
some are dried and taken to highland villages by merchants and 

pastoralists. 
   Particularly interesting is the collection of a seaweed (known 
locally cochayuyo) by those  highlanders who seasonally come down
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to the coast. From Lomas of Ica Department to Atico and beyond, 
temporary settlements of the cochayuyeros appear each year between 
August and December. The seaweed is dried and sold to 
merchants or bartered with jerked meat of llamas which pastoralists 
bring, and is circulated quite extensively throughout the highland. 
It is significant that what is called  cochayuyo in the south is of the 

genus Porphyra, whereas in the north is of the genus Gigartina. 
   Another kind of cochayuyo is obtained from freshwater. It has 

several local names, such as cushuro and murmunta, and is also favored 
by the  highlanders. 

   There is a recent and growing interest among archaeologists 
in the "maritime foundation of Andean civilization". But the 
importance of maritime products must be emphasized also in the 
context of contemporary ethnography. Clearly, marine activity 
can be regarded as one of the important items of "vertical control" 

practiced by the highland people of the Central Andes.

1.研 究の前提

1.文 化領域 として の中央ア ンデ スの特質

2.戦 略的仮説概念と しての`垂 直統御'

3.方 法を め ぐって

4.ペ ルー南 部における1978年 度の民族学

　　 ・調査

11.ペ ル ー南部における海岸 と高地の交流

1.ペ ルー南部海岸地方の地理学的特徴

2.調 査の発端

3.高 地民 と海岸地方

4.高 地民の海岸低地 におよぷ商業活動 と

　　 出かせぎ

5.高 地民の海岸地方 における漁撈活動(1)

6.　 コチ ャユーヨとクシュロ

7.高 地 民の海岸地方 にお ける漁撈活動(2)

&　 高原 の牧民 と海岸地方

1.研 究 の 前 提

1.文 化領域 としての中央アンデスの特質

　中央アンデスは,周 知のように比較的幅狭い経度間に,は げしい高度差その他の因

子によって生ずる自然環境の大きな差異が存在 し,そ のため人間の適応 と文化形成の

様式が,地 域 ごとに大きな多様性を示しているのが特色である。このような中央アン

デスの生態学的条件と地域文化の多彩な様相は,古 くから多くの学者によって論ぜら

れ,さ まざまな分類基準がこれに適用されてきた。常識的な次元でも,海 岸 ・山地 ・

モンタニャcosta,　sierra,　montaｎaの 三区分は中央アンデスの住民の思考の前提に置
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かれており,ま た局地的には各地域の住民によって,さ らにこまかい分類が日常生活

や生業活動において用いられている(本 号大貫論文参照)。そして,専 門の学者の分類

としては,ブ ルガル ・ビダル[PuLGAR　 VIDAL　 1946],ト シ[rosI　 l　960],ト ロル

[TROLL　 1958]等 による分類がとくに有名である。 いずれにせよ,環 境の多様性 と

それに対応する人間の適応の多様性とは,自 明の理なのである。

　ところが反面,中 央アンデスにおいては,全 地域を一貫 した文化的統一性というも

のが,た しかにあるように感ぜ られる。人間の生活様式,習 俗,言 語,思 考形式,価

値観,世 界観,民 話,伝 承など多くの側面にわたって,中 央アンデスの住民は基本的

要素を共有 し,同 一構造の文化の型が,地 域間における生業,経 済的適応の多様さに

もかかわらず厳然として存在しているように思われるのである。そもそも中央アンデ

スという地域概念は,同 時に文化領域概念でもあって,そ の等質的文化的特徴は,そ

の地域の人々にとって,こ れまた自明の理であると言える。多様性にもかかわ らず存

在する統一性,ま た統一性にもかかわ らずその内部に認めなくてはならない多様性は,

中央アンデスの本質的な生態=文 化的特質の構造の二面を示す ものであり,も し中央

アンデスの文化形成および文化的特徴をとらえようとするとき,そ のようなふたつの

面のいずれをも無視 しないで現象の分析をおこなわないかぎり,そ の本質的な文化構

造は理解しえないであろう。

　以上のような見地か ら見ると,従 来の中央アンデスの文化の民族学的研究には,大

きな欠陥があったように思われる。民族学の研究が,社 会全体の動態や機能構造より

も,規 模の小さい地域社会の直接観察に基礎をおく以上当然と言えるかもしれないが,

これまで中央アンデスでおこなわれてきた研究は,同 地域の生態学的条件や文化的適

応の多様な諸相の一カススに集中するあまり,文 化の全体的統一性と研究の対象にな

った特定社会の結びつきについて考察されることがほとんどなかった。そしてその反

面,中 央アンデスに文化的統一が存在することは,当 然事 として前提され,そ の統一性

の具体相や構造について論ぜ られることは,ほ とんどなかったのである,。この点で,キ

ルヒホッフが規定 して以来,多 くの民族学者によって考察の対象とされ,きたえられて

きたメソアメリカMesoamericaと いう概念にくらべて,中 央アンデスという文化領

域概念の内容規定は,は なはだ漠然としていたと言わな くてはならない[KIRCHHOFF

1952]。

　 多様性ある統一 とは,中 央アンデスに限らず,他 の文化圏においてもありうる特性

である。たとえば,地 中海世界の文化とか,東 アジアの文化などにも,そ のような性

格がたしかに認められると言ってよい。しかし文化領域としての中央アンデスを特色
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づけるものは,そ の多様なる相の間に見 られる振幅の大きさであり,ま たそれにもか

かわ らず成立している文化的等質性,共 通性の異常なる強さである。地中海世界の場

合は,あ くまで地中海という共通媒体があって,多 様なる諸地域の統一性が生れたの

であった。 しかもその共通媒体は,た だ単に交流や伝達の中だちをしただけでなく,

「地中海性気候」と地理学上言われる風土の共通項をさし出して,各 地域における相

似 した自然条件の併存を可能にしたのであった。東アジアの場合には,そ れとはおの

ずと条件がことなるのは当然で あったが,環 黄海,環 東シナ海の文化圏的形成や,

中国を中心とした東アジアの政治的統一,お よび,い わゆる照葉樹林帯と呼ばれる自

然条件の普遍,な どによって,文 化的斉一性が成 り立つ構造契機は十分に存在 してい

たと言っていい。ところが中央アンデスの場合には,た とえばプルガル ・ビダルの分

類によっても,チャラChala,ユ ンガYunga,ケ チュアQuechua,ス ニSuni,ブ ナス

Punas,ハ ンカスJancas,ル パ=ルパRupa=Rupa,ア マソニァAmazoniaの 少なく

とも8つ の気候帯が峻別され,そ のそれぞれが,た がいにきわだってことなった特徴

を賦与されているのである[PuLGAR　 VIDAL　 1946:Introducci6n]。 このように大

きくへだたった自然条件の間に,文 化的統一があらわれたのはなぜであったか。この

問題の考察には少なからぬ困難がともなっている。なぜならば,各 地域間の差異と多

様性を強調すれば全体の統一性は薄れ,逆 に普遍的均質性に焦点を合わせると,全 体

を構成する個の特質と独自性がどうしてもおろそかになって しまうか らである。

2.戦 略 的仮説 概念 と しての`垂 直統 御'

　 以 上 述 べ た,中 央 ア ンデ ス の多 様 性 の統 一 を説 明す る有 効 な 原 理 と してプ 最 近 唱 え

られ る よ うに な って きた の が,い わ ゆ る`垂 直 統 御'vertical　 colltrolの 概 念 で あ る

[大貫 　 1978aユ 。 これ は,1562年 の ワ ヌ コ文 書[ORTIz'　 DE　ZuNIGA　 l967-1972]の

民 族 誌 資 料 的 利 用 を考 察 す る際 に,ア メ リカ の人 類 学 者 ジ ョ ン ・ム ラが 提 唱 した もの

で あ り[MURRA　 1972],そ の後,中 央 ア ンデ ス の文 化 的諸 現 象 を 理 解 す る上 で,き わ

めて 有 効 な 概 念 と して 多 くの学 者 に よ って 論 ぜ られ て い る[FLoREs　 OcHoA　 1978;

FORM【AN　 　l978]。

　 垂 直 統 御 とは,中 央 ア ンデ ス に お け る,4,000メ ー トル 以 上 の 標 高 差 に よ って 生 ず る

こ とな った 自 然環 境 の資 源 を 最 大 限 に利 用 して有 効 な エ コ シス テ ム を操 る,政 治 ・経

済 ・社 会 体 系 の運 用 を総 称 す る概念 で あ る。 ム ラ自身 の表 現 に よれ ば,そ れ は 「生 態

学 的 階 床 の最 大 限 の垂 直 統 御」el　control　 vertical　de　un　maximo　 de　pisos　ecologi-

cosで あ り,ま た 「垂 直 的 列 島 の 同 時 的統 御 」cl　contro1　simultaneo　 de``archipie1agos
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verticales"[MuRRA　 1975:60】 とも表i現されている。ムラはいわゆるインカ 。ホラ

イズン,ま たは後古典期から植民地時代初期にいたる中央アンデス各地の社会的統合

を説明するとき,そ の生態学的,経 済学的基礎にあるものとしてこの概念を提示した

わけだが,同 時に彼はこの概念が,対 象社会の大小の別にかかわ らず有効であ り,ま

たインカ ・ホライズン以前の先史時代にたいしても,現 在の民族誌分析においても適

用可能であると唱えた[MURRA　 1975:61]。 要するに垂直統御とは,中 央アンデス

の自然条件 とそれに対応する生態学的階床の多様牲そのものを積極的に開発すること

によって,生 活体系を政治 ・社会 ・経済等のレヴェルにおいて統一的に編成する人間

の努力を意味 し,し たがって主体的な人間存在の表現としてとらえることも可能であ

って,多 様なる自然環境が主体的な空間構造へと統一化されて行 く過程においてはた

らく原理 と考えてもさしつかえないものである。そこで垂直統御という概念の中には,

多様と統一の関連がアプ リオリに内含されており,わ れわれが最初に略述した中央ア

ンデスの特色的な文化構造を分析するうえに,き わめて大きな戦略的意義を持つもの

と考えられる。

　 しかしなが ら,ム ラの言う垂直統御の概念には,多 分にあいまいな側面も含まれて

いる。極端な高度差から生ずる 「きわめて差の大きい環境下にある生態学的な"島 々"

の同時的統御」が,同 一の社会単位によっておこなわれることは具体的事例によって

示されているとは言うものの,そ のような統御の営為が,ど のようにしてそれに対応

する社会システムを作 りだ して行くかという過程の説明が,ほ とんどなされていない

のである。 そこで,ム ラが具体的事例としてあげでい るチャウピワランカChaupi-

waranqaの ような2,500～3,OOO世 帯 ていどの村落と,テ ィティカカ湖畔のルパカ'

Lupaqaの ような2万 をこす世帯より成る首長制社会の差が,垂 直統御の量的拡大と

して生ずるのか,ま たはどこかの段階で質的な転換がおこってことなった次元の社会

統合が可能になるのかがまったくあきらかにされていない。いわんやタワンティンス

ーユTawantinsuyuの ような全中央アンデスにまたがる政治システムをムラ流に説

明しようとするとき,仮 にそれを複数の垂直統御システムの統一 と理解 してみたとこ

ろで,そ れではそのような統一を可能にした全体的なメカニズムはどのようなもので

あったか,と いう疑問があらたに生 じて来ざるを得ないのである。結局,垂 直統御と

いう概念は,中 央アンデスの複雑な現実を分析するために,有 効な仮説的概念ではあ

るにせよ,そ の内容の厳密な規定がまだまだ不十分であることを認識 してかか らねば

ならないのである。
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3.方 法 をめ ぐって

　それではわれわれは,ど のようにした ら中央アンデスの,背 反的な側面をかかえこ

んだ文化構造をあきらかにすることができるであろうか。

　1)　 まず個別的な地域社会をとりあげ,そ の文化内容を詳細に観察 して,中 央アン

デス社会に関して基礎的な情報を得ることが必要であろう。この場合,従 来のコミュ

ニティ・スタディのように,全 体との関連についてあまり顧慮せずに調査するのでは

なく,た えず汎中央アンデス的な普遍価値体系の存在をかたわらに意識しながら,そ

のコミュニティの社会組織,経 済生産,政 治体系,儀 礼,宗 教,等 について資料を集

め,ど の要素が汎中央アンデス的で,ど の要素が地域的特殊的であるかを識別するよ

うに努める必要がある。と言 っても,こ の方法で中央アンデスのすべてのコミュニテ

ィを調査することは事実上不可能なのであるから,こ となった自然条件下にあるいく

つかのコミュニティを選択 し,そ れ らの間の比較をおこなうことが有効であろう。

　2)つ ぎに,全 中央アンデスの地域社会をつ らぬいて,均 質性,等 価性などを生ぜ

しむるに至ったと考えられる,コ ミュニケイションと交流の体系について具体的な調

査をおこなうことが必要であろう。ここで,ム ラの 「垂直統御」の概念が有効性を発

揮するはずである。「垂直統御」の実態を観察するにあたっては

　a.生 産における垂直統御

　b.生 産物の分配,流 通,循 環

のふたつの側面を区別し,そ れぞれの次元において広域にわたる人聞活動が,人 間間

およびコミュニティ間にどのような接触や交換をみちびきだすかを記録 しなくてはな

らない。

　生産における垂直統御は,し ばしば多 くの人間集団間に接触を生ぜしめる。ブラッ

シュは,垂 直統御を,圧 縮型Compressed　 type,列 島型Archipelago　 typeお よび拡

散型Extended　 typeの 三つに分類 しているが[BRusH　 1977:10-・16],と くに拡散

型の垂直統御の場合に人間集団間の接触と交流は多いだろう[GADE　 1975:51-54]。

ブラッシュの類型論は,ム ラの垂直統御説が出て以来はじめておこなわれた分類であ

り,今 後具体的事例にそくして検討する必要がある。

　圧縮型は,比 較的限定された急傾斜の地域内に 自然区分の階床pisOが 連続 して存

在 し,そ れが一世帯ないしは数世帯,な いしはひとつのコミュニティによって統御さ

れるケースであり,現 在の中央アンデスにおいて もっとも多く見 られる型である。そ

の性質上自己限定的で,集 団間の接触や交流という点から見ると重要性はうすい。 し
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か し,圧 縮 型 統 御 を お こな う農 民 が,ブ ナ 面 にお い て 隣 接 す る リャ マ,ア ル パ カ の遊

牧 民 と生 産 にお い て あ る 契約 を むす び,自 己の 所 有 す る家 畜 の飼 育 を 彼 らに委 託 す る

こ とは・ 友 枝 啓泰 に よ る ア プ リマ ックApurimac県 カ ラ イバ ンバCaraybambaの

調査 や,佐 藤 信行,山 本 紀 夫 に よ る ク ス コCuzco県 マル カパ タMarcapataの 調 査

に お いて もあ き らか に され て い る 。 したが って そ こ に は,こ とな った社 会 集 団 間 の 交

換 が生 じて い る こ とに な る。

　 列 島型 は,利 用 され る土 地 が遠 くは なれ,本 来 の コ ミュニ テ ィの セ ンタ ーか ら飛 び

地 と して統 御 され る型 で あ る 。 もと もと ム ラが16世 紀 文 書 に よ って あ き らか に した テ

ィ・テ ィカ カ 地 方 の ル パ カ族,ワ ヌ コHuanuco地 方 の チ ュパ チ ュChupachu族 が

そ の よ うな 垂直 統 御 を お こな って い た が,ブ ラ ッシ ュは 現在 の例 と して バ ー チ ャ ド

Burchard,フ ォ ンセ カFonseca,マ イ エルMayerな どが,パ ス コPasco,ワ ヌ コ両

県 で調 査 した諸 農 村 や,ア ンカ シュAncash県 の ラバ ヤ ンRapayゑnな どを あ げて い

る[BRUSH　 l　977:11-12]。 す なわ ち,ジ ャガ イ モ,ト ウモ ロコ シな ど ア ンデ ス的 な

生 産 物 に依 存 す る地 域 の コ ミュニ テ ィが,モ ンタ ニ ャ地 方 に数 日な い し十 数 日 か けて

移 動 を お こな い,飛 び 地 で 耕 作 を お こな う ので あ る。 しか し,列 島型 垂 直 統 御 は,ブ

ラ ッ シュ が あ げて い る よ うな,農 民 コ ミュ ニ テ ィの 飛 び 地 耕 作 だ け に 限 られ る もので

な い こ とは,わ れ わ れ の 中 央 ア ンデ ス南 部 の調 査 が あ き らか に して い る と お りで あ る

(後 述[　-5.以 下 参 照)。

　つ ぎ に一 生 産 物 の交 換,一流 通 を通 じて の垂 直統御 の 問 題 に うつ る が,こ れ は さ ま ざ

ま な社 会 集 団 間 の交 流 ・接 触 を 見 る た め に,生 産 にお け る垂 直統 御 よ りさ らに大 き な

重要 性 を 持 って い る と考 え られ る。 この問 題 は,も っぱ ら生 産様 式 の み に焦 点 を あて

た ブ ラ ッシ ュの 類 型 論 に はは い って こず,大 貫 良 夫 はそ の 点 を批 判 して,垂 直 統 御 に

第4の 型,す なわ ち専 業 型Specialized　 typeを 追 加 して い る。 そ れ は 「異 な る エ ス ニ

ック ・グル ー プが,そ れ ぞ れ異 な る環 境 を,い わ ば 専 業 的 に 開発 し,産 物 を交 換 しあ

うタ イ プ」 と規 定 さ れ て い る[大 貫 　 1978a:729]。 大 貫 に よれ ば,拡 散型 に お いて も,

異 な る環 境 の 産 物 を 交 換 参 る こと は認 め られ るが,そ れ は 「ひ とつ の谷 を 占 め る 同一

エ ス ニ ック ・グル ー プ 間 で 成 立 す る もの」 と して,専 業 型 とは 区別 さ れ て い る 。 た し

か に大 貫 が 生 産 物 の 交 換 と循 環 に注 目 した こ と は意 義 が あ るが,こ れ も事 例 に則 して

見 た 場 合,さ らに細 密 な 規 定 や細 分 が必 要 で あ る よ う に思 わ れ る(後 述 」　-5.　 参 照)。

　 さて,生 産 や 交 換 を 通 じて,広 域 にわ た る諸 社 会 集 団 の 間 に接 触 や社 会 関係 が で き

あが った とす る と,そ れ を 基 礎 と して 他 の 次 元 で も さ まざ まな 関係 が成 り立 って 行 く

ことが 期 待 で き る。 た とえ ば 婚 姻 関係,宗 教 観 念 の 共 有 と儀 式 へ の 参 加,情 報 の交 換,
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共通的な社会 ・自然カテゴリーの承認,な どが進行 し,べ つべつの自然環境に住む者

たちが,個 々の社会を孤立 した切 りはなされたものとして見ないで,価 値 とシンボル

の体系を持つひとつのより大きな世界の部分として意識することが可能になるだろう。

ひとたび観念の共有が成立すれば,集 団間の接触が維持されることによってたえず新

しい観念が生れ,伝 達され,ま たそうすることによってそのような観念をわかち持つ

者たちの内面的世界の構成はますます強固になってゆくだろう。以上述べたようなこ

とがらを具体的に調査すれば,中 央アンデスの文化の多様な相をつらぬく文化的統一

の実体はおのずとあきらかになってゆ くであろう。

　3)　以上の考察においては,垂 直統御を,主 体的な人間の空間利用の様式としてひ

たす ら記述 してきた。 しか し,人 間存在の構造をただ単に空間性としてのみとらえよ

うとすることは一面的であろう。垂直統御が,バ ラバ ラの個々の人間の営みではなく,

人間がさまざまな結合や協同関係をかたちつくることによって生れる社会的行為であ

るとするならば,そ こには空間性と時間性が表裏一体となった構造が作られ,社 会的

構造の時間性が,主 体的人間の空間構造を通じて展開する結果,歴 史が形成されるは

ずである。そうした時間性,歴 史性を捨象 した議論は,主 体的な人間の生活形成の原

理,す なわち文化形成の原理 としての垂直統御の本質的な機能と作用について,皮 相

的な理解 しか与えないであろう。中央アンデスの人間の垂直統御の努力は,現 在とい

う切断面で個々の人間が主体的に維持する環境利用の様式であるだけではない。それ

は長い歴史的な過程において中央アンデスの人間が身につけた社会的行動様式であり,

自己了解の方法であり,対 象としての自然を把握 し理解するカテゴ リーである。

　 ムラの垂直統御論においてもっとも欠けていたのは,ま さしくそのような時間構造

の考察であった。垂直統御が,単 なる環境適応の様式としてだけではな く,社 会 シス

テム形成の重要な条件として考えられただけに,そ れは致命的な欠陥だ ったとも言え

る。言いかえると,チ ュパチュやルパカやタワンティンスーユの社会システムが,垂

直統御の体系にどのように呼応 して形成されるのかという説明がムラにおいてほとん

どなされていないのは,歴 史史料を用いながら,社 会存在の空間性の説明に終始 し,

時間的構造を無視した結果であった。垂直統御が成 り立つ ことによって可能 になる統

一的な社会システムとは,一 定の文化と社会の構成を内包した入間の有機的な結合体

である。 したがってそのようなシステムの内容の分析は,地 域の多様を超えた普遍的

価値の体系をあきらかにすると考えられ,中 央アンデスの自然的環境の多様性 と文化

的統一の両面をそなえた構造の分析 という,は じめにわれわれがかかげた研究 目的の

ためにも大いに意味があるだろう。文化人類学,民 族学の概究が,し ばしば文化の時

8



増田　 ペルー南部における海岸と高地の交流

間構造や歴史性を回避 して手抜き作業をやり,平 板な民族誌資料解釈に走る傾向があ

るのを反省 しながら,中 央アンデス各地に蓄積された豊富な地方文書を手がかりとし

て,垂 直統御,地 域間交換,交 流,人 間集団間の接触,物 質と観念との循環 と共有な

どを,歴 史的に考察することが必要であろう。

4.ペ ル ー南部 に おけ る1978年 度 の民族 学調 査

　 東 京 大 学,財 団 法 人 リ トル ・ワール ド,国 立 民 族学 博物 館,広 島大 学 の 研究 ス タ ッ

フが,協 同 で1978年7月 か ら1979年3.月 まで お こな った 「中央 ア ンデ ス農 牧社 会 の 民

族学 的研 究一 海 岸 ・高 地 ・熱帯 低 地 地 域 間 の 動 態 的 社会 関係 」*は,3.に 述 べ た 研 究

方 法 に もとづ き,1.に 略 述 され た 中 央 ア ンデ ス社 会 の 文化 的 特 徴 を 分 析 解 明す るた め

に お こな われ た もの で あ る。上 記3.の1)の 方 向 の研 究 対 象 と して は,ア プ リマ ッ ク

県 と クス コ県 のふ た つ の コ ミュニ テ ィが選 ばれ,佐 藤 信 行,山 本紀 夫 が調 査 を お こな

い,一 部 藤 井竜 彦 が 参 加 した 。前 者 に お け る カ ラ イバ ンバ,後 者 に お け る マル カパ タ

は,い ず れ も典 型 的 な垂 直 統御 を お こな うコ ミュニ テ ィで あ り,生 産 の実 態 と と も に,

社会 組 織,儀 礼,シ ン ボル体 系 な ど に 関 して 多 くの 資 料 が得 られ た。 同 じ時 期 に文 部

省 在 外 研 究 員 と して ペル ー滞在 中 の 友 枝啓 泰 は,カ ライバ ンバ に つ いて 別 の角 度 か ら

調 査 を お こな い,多 くの教 示 を 与 え て くれ た。 また,と くにマ ル カ パ タ で,エ ス ノ ボ

タ ニ ーの 専 門 家 で あ る 山本 紀 夫 が 調 査 を お こな い,高 度 差 に よ る農耕 の 区分 と栽 培植

物 の 品 種 につ い て の具 体 的 研 究 を お こな った こ とは,作 業 仮 説 と して の 垂直 統 御論 に

実 地 の 検 証 を 試 み た 作 業 と して大 き な意 義 が あ った 。

　 3.の2)の 項 目 に 関 して は,上 記 カ ライバ ンバ,マ ル カパ タで も情 報 は得 られ たが,

中央 ア ンデ ス南 部 海 岸地 方 に お け る漁撈,農 耕,牧 畜 の三 つ の生 業 間 の 相 関 を 見 る た

め,増 田 昭三 が,ア カ リAcar丘 川 流 域 か らペル ー最 南 端 の タ ク ナTacna地 方 に い た

る まで のす べ て の 河 川 流 域 の広 域 調 査 をお こな った。 ま た,同 地 方 の 生 態学 的 先 史学

的様 相 に つ いて,大 貫 良 夫 と藤 井竜 彦 が 調査 を お こ な った 。

　 最 後 に3.の3)に 関 して は,ア レキ ーパArequipa,モ ケ グ ァMoquegua,タ クナ

三県 の地 方 文 書 調 査 が,ペ ル ー ・カ トリック大 学 の フ ラ ンク リン ・ピー スFranklin

Pease,ウ ィス コ ンシ ン大 学 の ロ ラ ン ド ・メ ジ ャ フ ェRolando　 Mellafe,お よび 増 田

昭三 の手 で お こ なわ れ た 。 そ の結 果,ア レキ ーパ 市,タ ク ナ市 の地 方 文 書 館,タ クナ

市 の サ ン ・ペ ドロ教 会 で 多 くの 関係 文 書 が得 られ た が,特 筆 す べ き こ と は,モ ケ グ ア

市 の 公 証 人 ビク トル ・ク テ ィペVictor　 Cutip6氏 の 自宅 倉 庫 に お い て,1586年 か ら現

*1978年 度文部省科学研究費海外調査補助金(課 題番 号404312)に よる
。
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代にいたる彪大な公証人文書が調査できた事実である。元来モケグアは,海 岸地方 に

ありなが ら,高 原のチュクィー トChucuito地 方 と関係がふか く,1567年 のチュクィ

ー ト文書にも,テ ィティカカ湖南岸の首長たちが,同 地方に飛び地を持って小麦や ト

ウモロコシの耕作をおこない,列 島型の垂直統御をおこなっていたことがあきらかに

されている[DIEz　 DE　SAN　MIGu肌 　1964(1567);MuRRA　 1968】。 また植民地時

代初期において,モ ケグアはチュクィー トの管轄下にあったため,両 地方間には絶え

ず連絡交通がおこなわれ,生 産や交易において関係がひじょうにふかかった。クティ

ペ氏蔵の文書にも,海 岸 と高地,さ らにはアンデス東部低地間の接触と交流を示す多

くの民族誌的資料が含まれていることが確認されたが,と りあえず17世 紀はじめまで

のすべての文書のマイクロフィルム化がおこなわれ,目 下そのテキス ト化と分析が進

行中である。

　1978-79年 におこなわれた調査は,3.に 述べた方法にもとつく中央アンデス調査

の発端にすぎないが,調 査期間中に得 られた資料は,い ずれも将来の研究の有望な展

開を示唆 しているので,今 後引きつづき実地調査をおこなって,問 題の解明に努力 し

たいと参加者一同は考えている。

皿.・ ペル ー南 部 にお け る海 岸 と高 地 の交 流

　以 下 に述 べ る の は,1978-79年 の 調査 の うち,増 田が 担 当 した ペ ル ー南 部 に お け る

海岸 と高 地 の交 流,と くに ア レ キ ーパ,モ ケ グ ア,タ クナ 三 県 に お け る 高地 民 の漁撈

活 動 と交 易 に 関 す る調 査 の報 告 で あ る。

1.ペ ルー南部海岸地方の地理学的特徴

　 中央 ア ンデ スの 南 部 は,中 ・北 部 とは ち が う地 理 的 特 徴 を そ な え て い る 。す な わ ち

高 地 に お け る ア ル テ ィプ ラ ノ の発 達 と,海 岸 地 方 に お け る高 い 堆 積 台 地 の形 成 で あ る。

アル テ ィプ ラノ とは,東 西 コル デ ィ エ ラの 中 間 の盆 地 帯 を さ し,比 高 数 百 メ ー トル ほ

どの 残 丘 を もつ 波 浪状 の 隆起 準 平 原 で あ るが,と くに ペ ル ー,ボ リビ ア地 方 の 海 抜

4,000メ ー トル て い ど の高 度 に あ る冷 寒 で 自然 の樹 木 に と ぼ しい 一一Ptのス テ ップ 的 景

観 を もつ高 地 は,ブ ナpunaと 呼 ば れ て い る[佐 藤 　 1979:13]。 ア ル テ ィプ ラノ は

ペ ル ー,ボ リビア 国境 付 近 で 最 大 の 幅 を示 し,テ ィテ ィ カ カ地 方 の大 盆地 を形 成 して

い る。 この地 方 は,む か しか ら リャ マ,ア ル パ カ等 ラ クダ 科 の 動物 の 飼 育 が さ かん で

あ った 所 で,農 業 に お いて も,ジ ャガ イ モ,キ ノ ァ,オ カ,マ シ ュア,オ ユ コ な ど の
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特色ある産物を開発 している。ティティカカ湖以北になると,ア ルティプラノの幅は

ぐっと狭まり,そ の盆地床平原は,東 側から侵入するアマゾン河系の河谷に開析され

・て平頂の狭い高原群に分れ,縦 谷や盆地が発達するようになる(図1)。

　 海岸地方(太 平洋岸)に おいては,西 コルディエラの西に,狭 い低地をはさんで低

図1　 中央ア ンデ スの地域区分(右 上)と 地 形分類([佐 藤1979]に よる)
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い海岸山脈が走 っている。ペルー北部においては,こ の低地帯が海に面 した平野とな

り,海 岸山脈は水中に没 して大陸棚が発達 している。それに反して南部においては,

海岸山脈が西 コルディエラと密着 し,海 岸にむかって傾斜する台地 と化 しているため,

平野が存在する余地はほとんどない。また大陸棚は,北 海岸に比べて急にその幅を減

じている(図2)。

　このような地形の差は,イ カ川以北と以南の人間居住の様式に,大 きなちがいを与

えている。ペルー北部のランバイェケ川流域からイカ川流域までは,程 度の差こそあ

れ海岸地方に発達 した平野のオアシス地帯に古代から農耕がおこなわれて文明が発達

し,そ れがアンデス高原に発達した数々の盆地の文化 と呼応 しなが ら,海 岸と高地 と

の関係が形成されて行ったのであった。そしてクスコ,ア ヤクチョ,ワ ンカヨなどの

図2　 ぺ ル ー 断 面 図(Ernesto　 Currilに よ る)
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高原盆地における農耕は,一 方においてはブナにおけるラクダ科動物の飼育をおこな

う牧畜民 と関係を持ち,ま た他方においては,東 側からアルティプラノの盆地床平原

を開析する大河の流域の温暖なケチュア地帯の農業開発に支えられて,独 自の型の文

化を発達させることができた。イカの南のアレキーパ県アカ リ川以南,ペ ルー最南端

のタクナまでの海岸地方においては,台 地状の地形が海岸近くまで張 り出 し,急 に海

に落ちこんでいるため,海 岸平野はほとんど発達せず,農 耕はもっぱら狭い河谷の河

岸平地でおこなわれるにすぎない。そして,背 後にひかえるアンデス高地においても,

広大なティティカカ盆地は海抜高度4,000メ ー トル内外であって,孤 立 した内部流域

をなしているたあ,テ ィティカカ以北におけるような大河川の侵入とケチュア地帯の

発達が見られず,そ の内部で,リ ャマ,ア ルパカの飼育やジャガイモ,キ ノア等高度

に適応した農産物の耕作をおこなって,そ れ自体が自立性の高い生産圏をかたちつく

っている。また,海 岸地方との関係において見るならば,山 地が極端に海岸線に迫 っ

たかっこうになっているので高原の文化は,北 ・中部海岸におけるよりも,よ り海岸

の住民に接近していると言 うことができる。つまり,北 ・中部海岸においては,海 岸

文化が,広 い平野部に発達 した農業地帯の生産に支えられて大きな政治勢力を作り,

高原の文化と対峙 していたのにたいし,南 ではそのような海岸文化の発達が見 られず,

高原の住民や文化が直接 海岸に迫る,と いう勢いを示していたのである。

　 タクナ以南,チ リ北部の情勢 も,ペ ルー南海岸のそれとは,は っきりことなってい

る。 チ リ北部海岸においては,コ キンボCoquimbo付 近からペルー。のタクナ付近ま

で,海 抜1,000メ ートル前後め細長い縦谷が走一り;-盆地状の低地帯を作っている。こ

れはアタカマAtacamaと 呼ばれるひじょうに乾燥した砂漠地帯であり,西 コルディ

エラか らの雪どけ水 も,盆 地の東縁まで達 してやがて末無川となる。 したがって農耕

可能の限界も山麓部に限定されている。一方高原では,テ ィティカカ盆地とつづくウ

ユニUyuni盆 地が背景となるが,こ こには海抜4,000メ ー トルの高原に,テ ィティカ

カ湖の約2倍 の大 きさの大塩湖の干上ったウユニ塩荒原がひろがって農耕に適さず,

周辺の草原地帯で リャマ等の牧畜がおこなわれるにすぎない。そこで,高 原 と海岸の

ダイナミックな相互作用を生むような強力な生産的要因は,こ の地域には見 られない

のである。

　 以上述べたように,ペ ルー南海岸地方は,北 ・中部海岸地方とも,チ リ北部 ともは

っきりと区別される自然環境を持 っている。そしてそれにともなってこの地域の歴史

的発展 も独自のものがあった。われわれが,調 査地 として この地域をえ らんだのは,

以下の理由による。
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　 1)　 ペル ー北 ・中部 海 岸 は,古 来 はや くか ら農 耕 の 開 け て いた 地 域 で あ り,ま た ペ

ル ー共 和 国 独 立 後 も,世 界市 場 を対 象 と した 商 品 作 物 が 大農 園経 営 方 式 に よ って生 産

され て きた 。 住 民 は大 部分 メ ス テ ィソで あ り,産 業 的 に見 て ペル ーで も っと も進 ん だ

地 帯 を 構 成 して い る。 した が って この地 域 に関 して は,多 くの先 史 学,歴 史 学,社 会

学,社 会 人 類 学 上 の 調 査 が お こな われ て い る。 これ に反 して南 海 岸 は,先 スペ イ ン期

に モ チ ェ,ナ ス カ,イ カ,チ ンチ ャの よ うな 有 力 な 文化 は生 れず,ま た ペ ル ー 独 立 後

の 産 業 発 展 も,北 ・中部 海 岸 に く らべ て は るか に お くれ て いて,各 分 野 で の研 究 が ま

だ あ ま りお こ なわ れ て い な い 。

　 2)　 "進 ん だ"北 ・中 部海 岸 地 方 に おい て は,近 代 化 が 進行 し,伝 統 的 な 文化 パ タ ー

ンや社 会 関 係 が 破 壊 され て い る の に たい して,"遅 れ た"南 海 岸 にお いて は,旧 い 文化

要 素 や 慣 習 が よ り多 く遺 存 して い る可 能 性 が大 きい。 と くに,わ れ わ れ の 研 究 の 目標

の ひ とつ で あ る,こ と な った 社 会 集 団 間 の接 触 や,地 域 間 交 流 に 関 して,興 味 ふ か い事

例 が い まだ に 多 く見 出 され るで あ ろ う との情 報 が得 られ た 。 た とえ ば,北 ・中部 海 岸

で は も うほ とん ど見 られ な くな って い る,リ ャマ,ア ルパ カ牧 民 の 海 岸 地 方 へ の進 出

が,こ の地 方 で は現 在 で もひ きつ づ き お こな わ れ て い る,と 判 断 して い い理 由が あ った 。

　 3)　 に もか か わ らず,南 海 岸 に も近 代化 の波 が少 しず つ 押 し寄 せ て 来 つ つ あ る こ と

は疑 い を 容 れ ず,そ の た め貴 重 な伝 統 的 民族 誌 資 料 が失 わ れ て ゆ く危 険 が あ る 。 カ マ

ナCamana川 上 流 の マ ヘ スMajes川 流 域 にお い て は,マ ヘ ス,シ ワスSiguasの パ

ンパ の6万 ヘ ク タ ール に灌 概 を お こな お うとす る,い わ ゆ る マヘ ス 計 画El　 Proyecto

Majesが 立 て られ,ダ ム や発 電 所 の建 設 が 実 施 され た た め,地 域住 民 が 労働 者 と し

て 雇 用 され,ま た外 部 か らの 労 働者 の流 入 に よ って,伝 統 的 な生 活 様 式 に大 変 化 が お

こ りつ つ あ った[VALDIVIA　 1978]。 ま た,ア レキ ーパ 市 に本拠 を お くグ ロ リア乳 業

Leche　 Gloriaが ア レキ ーパ,モ ケ グ ア,タ ク ナの 三県 に 原 乳購 入 の シス テ ム を作 っ

た た め に,多 くの農 民 が 伝 統 的 な農 業 を お こな って きた耕 作 地 を アル フ ァル フ ァの牧

草 地 に変 え て乳 牛 飼 育 に転 じつ つ あ る た め,そ れ らの地 方 の 文化 や 社 会 関 係 に も大 き

な 変化 が お こ りつ つ あ る[JELICIC　 l978:141-148,232-234]。 した が って,伝 統 的

な 型 の生 産 関係 や 社 会 関 係 に 焦点 を あて るペ ル ー 南 海岸 地 方 の民 族 誌 的 調 査 は,で き

る だ け早 くお こ な った 方 が よい と考 え られ る。

　 4)　 ア プ リマ ッ ク県 の カ ライバ ンバ,ク ス コ県 の マ ル カ パ タ の コ ミュ ニ テ ィ調 査 が

同 時 期 にお こな わ れ る こと にな って お り,さ らに ア プ リマ ック県 ア イ マ ラエ スAy-

maraes郡,ア ヤ ク チ ョ県 パ リナ コチ ャスParinacochas郡,ア レキ ーパ 県 ラ・ウニ オ ン

La　Union郡 等 の生 態学 的条 件 の 一 般 観 察 が お こな わ れ る予 定 だ った[大 貫 　 1978b]
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ので,そ れ らの地方と南海岸の関係を知ることは有意義だと考えられた。

2.調 査 の発 端

　調 査 の手 が か りとな った の は,ペ ル ー ・カ トリ ック大 学 が,カ ナマ=マ ヘ ス川 上 流

の コル カColca川 流 域 の カ イ ヨー マCaylloma地 方 で お こ な った学 術 調 査 に よ って

得 られ た情 報[PEAsE(ed・)1977]で あ った 。 カ ト リック大 学 の調 査 は,1591年 の 巡

察visitaの 古 文 書 を発 見 し,そ れ を分 析 した結 果,同 地 方 の農 村 が,ブ ナ 面 で の 牧 畜

か ら,コ ル カの 渓 谷 の 急斜 面 にお ける 農耕 に い た る,垂 直 統 御 を 古 くか らお こ な って

い た こ とを あ き らか に した[PEAsE　 l977]が,1974-75年 に 同地 方 の民 族 学 的 調 査

を お こな った ク ァ ドロ ス は,現 在 の農 民 が,牧 農 に わ た る垂 直統 御 を 引 きつ づ きお こ

な って い るば か り で な く,ア ル テ ィプ ラノの 塩,海 岸地 方 に お け る海 産 物,お よび 海

岸 の 島 々 に お け る グ ァ ノの糞 の開 発 もお こな い,予 想外 に 広 い垂 直 統 御 の範 囲 を 持 っ

て い た こ とを あ き らか に した[CuADRos　 l977]。 この うち も っ と も注 目 され るの は,

海 産 物 で あ る。

　 グ ァノ の糞 はぶ る くか らペ ル ー の農 民 に よ って 肥 料 と して 利 用 され て きた こ と は あ

き らか で あ る が,は た して 山 地 の 農 民 が 海岸 に まで 降 りて これ を 採 掘 して い た か ど う

か は よ くわ か らな か った。 ク ァ ドロス に よ れ ば,カ イ ヨー マの 住 民 た ちは,海 岸 地 方

マ タ ラニMatarani付 近 の ヘ ス ス ・デ ・イ 三 ヤ ニJesus　 de　lfiafii諸 島 で グ ァノ の糞 の

採 掘を や っ て い た とい う[CUADROS-」977:-50]。 一また リ・乏の 国立 交 書 館所 蔵 の一 文

書(Der:lnd.C.490-1793-95)に よれ ば,モ ケ グ ア県 の 山地 プ キ ー ナPuquina地

方 の イ ンデ ィオ た ちが,海 岸 の タ ン ボ居 住 の1ス ペ イ ン人 を相 手 ど らて,ポ コ ウ ン タ

Pocohuntaと い うグ ァノ諸 島の 資 源 所有 権 を 主張 した18世 紀 末 の 文 書 が あ る とい う

[CUADROS　 1977:50,　 n・5]。 わ れ わ れ が,調 査 中 に,タ クナ の地 方 文 書 館 で発 見 した

1788年 の文 書 に も,ア リカAricaの モ ロMorroの グ ァノを イ ンデ ィオが 自 由 に採 掘

す る用益 権 を,エ ス テ ィ ケEstiqueの 首長 フ ラ ンシ ス コ ・マル カFrancisco　 Marcaが

ア リカ市 の 官 憲 に訴 え た 記 録 が あ った(Archivo　 Dcpartamental　 de　Tacna,　 ARICA-

Estique,1788)。 そ れ に よ る と,イ ンデ ィオ の グ ァノ採 掘 は 「今 日ま で守 られ て きた,

は る か むか しか らの 慣 習 で あ る 。」 と記 され て い る。 だ が今 日 で は,山 地 の イ ンデ ィオ

農 民 が,海 岸 な い しは沿 岸 の島 々の グ ァノ を採 掘 しつ づ けて い る例 は ま った く見 られ

な い と言 って よい 。 これ は,外 資 系 の 会 社 が ペ ル ー政 府 か らグ ァノ採掘 権 を得,モ エ

ン ドMollendo一 マ タ ラニ地 方 で1909年 か ら事 業 を 開始 した た めで あ ろ う[CuADRos

1977:50,n.7]o
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　 塩 の採 掘 もふ る くか らカ イ ヨー マの 農 民 の 慣行 で あ った ら しい。 彼 らは,高 地 のユ

タLlutaに あ る塩 山 に特 別 の権 利 を持 ち,1年 の一 定 の時 期 に キ ャ ラバ ンを 組 ん で,

塩 の 採 掘 に 出 か け た と い う。 しか しこれ も現 在 で は お こな われ て いな い 。 しか し,カ

イ ヨー マ よ りさ らに 高 い土 地 に住 む 牧 民 た ち は,ユ タ と ワ ンボHuamboの 塩 山 に行

き,採 掘 した 塩 を リャマ の キ ャ ラバ ンで 輸 送 す る習慣 を現 在 に至 る まで 保 ちつ づ け て

い る。 そ して これ は,19世 紀 末 に ペル ー政 府 が 塩 の 専 売 を お こな うよ う にな り,塩 山

の 国 家 管 理 を お こな うよ うに な って もつ づ い て い る[CuADRos　 l977:46-48】 。わ れ

わ れ が ア レキ ー パ 県 シ ワス川 上 流 の ピタ イPitay村 ピ エ ・デ ・ラ ・ク エ ス タPie　 de

la　Cuestaで 得 た 情 報 に よれ ば,現 在 で もブ ナ の牧 民 た ちが ユ タ の岩 塩 を持 って と き

ど き降 りて きて,農 民 の生 産 す る トウ モ ロ コ シ,小 麦,イ チゴ な ど と交 換 す る との こ

とで あ った。 交 換 の 比 率 は,塩1quinta1(=46　 kg)に た い して,　 トウ モ ロ コ シ等2

ア ローバarroba(1　 arroba=11.502　 kg)と の こ とで あ る 。 な お岩 塩 は食 用 にす るの

で は な く,薬 用 に用 い るの で あ り,ア グ ア ルデ ィエ ンテ,オ レ ン ジの皮,ニ ッケ な ど

とまぜ て調 合 し,カ チ カ ンカcachicancaと い う,流 寒,肺 炎,気 管 支 炎 な どの 特 効

薬 を 作 る の で あ る。 最 近 の 情 報 に よる と,ペ ル ー政 府 は,ユ タ,ワ ンボ の塩 坑 も入 口

を ふ さい で 採 掘 を全 面 的 に禁 止 した とい う。

　 グ ァノ の採 掘 が19世 紀 にす た り,岩 塩 の採 掘 も政 府 に よ って統 制 さ れ て い るの にた

い して,カ イ ヨー マ の農 民 の 海 岸 地 方 に お け る海 産 物 の 採 取 は,今 日で もさか ん にお

こなわ れ て い る と い う。ふ た た び ク ァ ドロ ス に よれ ば,カ イ ヨー マ地 方 の 海 抜3,900メ

ー トル の高 地 に あ る シバ ヨSibayoの 農 民 は
,毎 年10月 に海 岸 に 降 り,イ ス ライIslay

の 北西 約7キ ロメ ー トル の と こ ろ にあ る コ ロカ 岬Punta　 Colocaに 約30日 間居 住 して,

魚 を と り,貝 類 を採 取 し,コ チ ャ ユ ー ヨcochayuyoす な わ ち海草 を 集 め て,山 に持

って帰 る,と の こ とで あ る[CuADRos　 l977:48]。 シバ ヨの 農 民 の この習 慣 が 特 殊

な もの なの か,そ れ と も高 地 に住 む 農民 や牧 民 が海 岸 に来 て 海 産 物 を とる ことが ペル

ー南 部 に見 られ る一 般 的 現 象 なの か ど うか
,と い う 問題 を 調 査 の 出 発 点 とす る こ と に

して,わ れ わ れ は1978年10月11日,ア レキ ーパ 市 か ら海 岸 の イ ス ライ に行 き,マ タ ラ

ニ 港 で漁 舟 を や と って,海 上 か らコ ロカ 岬 に 迫 る こ とに した。

　 そ の 日 は か な り波 が荒 く,コ ロ カ岬近 くの狭 い砂 浜 に上 陸 す る こ とは で き な か った

が,岬 の直 前 に あ る タル プ ィTarpuy谷 の 近 くの岩 壁 の上 で,コ チ ャユ ー ヨの狩 場 を

さがす3人 と,コ ロカ岬 の海 岸 の絶 壁 の 上 か ら,コ チ ャ ユ ー ヨ採 取 の た め の岩 場 を さ

が して い る ら しい2人 を認 め た。 同 行 の マタ ラニ の漁 夫 に よれ ば,や は りク ァ ドロ ス

が 報告 して い る よ うに,シ バ ヨの 高地 民 が10月 にや って 来 て,貝 類 を と り,コ チ ャユ
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一ヨを集め,乾 燥させてからマタラニに行 き,そ こからバスで郷里に帰る,と のこと

であった。コロカ岬からマタラニまで,収 穫物運搬のためにマタラニ港の舟をやとう

こともあるそうである。農民が10月 に来る理由は,8月 ごろからコチャユーヨが大き

くなり,ま た10月 になると比較的海がおだやかになるので,岩 壁に群生する海草の採

取が容易だからだが,現 在のように10月 になっても海が荒いときには,多 少滞在の期

間をず らさなければならない,と 説明された。コチャユーヨは岩の多いところでなけ

れば取れず,そ のため採取作業は,絶 壁からロープを垂 らしそれに身を縛 りつけてお

こなうためかなり危険がともない,時 によると死者が出ることもあるそうである。 シ

バヨの農民がとくにコロカ岬で作業をおこな うのはむかしからの習慣だからであり,

べつに法的な権利を持つわけではない,と のことで,土 地の漁民との間に紛争がおき

ないかとの問いにたい して,マ タラニの漁夫は,わ れわれは漁船で魚を取るのが仕事

であり,コ チャユーヨを取るのはもっぱ らセラーノserrano(山 地民)だ から,べ つ

に問題はおこらない,と 答えた。

　 山地民が,季 節的にわざわざ海岸まで降って海産物を取ることにひじょうな興味を

おぼえたわれわれは,ア レキーパ,モ ケグア,タ クナの南部3県 の海岸を廻 って情報

を集めることを決意 した。同時に,3県 の川の流域をで きるだけさかのぽって,低 地

'に降りてくる高地の農牧民の活動 と,低 地農民との接触について調査することにした。

　 3.高 地 民 と海 岸 地 方

1978年10月 か ら1979年1月 まで の 間 に,わ れ わ れ は,南 部 海岸 の以 下 の川 筋 にそ っ

て 調 査 をす す めた 。 北 か ら順 につ ぎ の とお りで あ る(図3)。

　 1)　 ア レキ ーパ 県

　 ア カ リ川流 域(河 口 か らチ ャ ビニ ャChavi五aを 経 て ア カ リまで)

　 ヤ ウカYauca川 流 域(ヤ ウ カか らハ キJaquiま で)

　 チ ャ ラChala地 方 パ ラ ラParara渓 谷(チ ャ ラか らチ ャ ラ ・ビエ ホChala　 Viejo

　 　 まで)

　 チ ャパ ラChaparra川 流 域(河 口 か らチ ャパ ラ まで)

　 ア テ ィ コAtico一 カ ラベ リCaraveli川 流 域(ア テ ィコ か らカ ラベ リま で)

　 オ コニ ャOcna川 流 域(河 口か らモ エバ ンバMollebambaま で と,中 流 の イ キ

　 　 ビIquipi周 辺)

　 カ マ ナーマ ヘ スーブ ラ ン コBlanco川 流 域　(河 口よ りア プ ラオAplaoを 経 て チ ュ キ

　 　 バ ンバChuquibambaま で)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 17
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　 シ ワ ス川 流 域(中 流 の タ ン ビ ョTambilloよ り ピ タイ ま で)

　キ ル カQuilca川 流 域(キ ル カ 付 近)

　 タ ンボTambo川 流 域(ベ イ ンテ ィヤ タVeintillata付 近)

　2)　 モ ケ グ ア県

　 オ ス モ レOsmore一 トラ タTorata川 流 域(モ ケ グ ア か ら トラタま で)

3)　 タク ナ県

　 ロ ク ンバLocumba川 流 域(カ ミア ラCamiaraか らロ ク ンバ まで)

　 サ マSama川 流 域(河 口の ボ カ ・デ ル ・リオBoca　 del　Rioか らサ マ ・グ ラ ンデ

　 　Sama　 Grandeま で)

　 カプ リー ナCaplina川 流 域(ラ ・ヤ ラー ダLa　 Yaradaか らタ ク ナ を経 て ミク ヤ

　 　Miρullaま で)

似 上 の ほ か,つ ぎ の 海岸 地 方 の村 落 で も調 査 を お こな った。

　 (北か ら順 に)タ ナ カTanaka,ア グ ア ・サ ラー ダAgua　 Salada,プ ン タ ・デ ・ロ

ボ スPunta　 de　Lobos,ヲ ・ボデ ガLa　 Bodega,オ ス ク ー ヨOscuyoプ エ ブ ロ ・ヌエ

ボ ぞueblo　 Nuevo,マ タ ラニ(以 上 ア レキ ーパ 県)イ ロIlo(モ ケ グ ア県)

　 さ らに,南 海 岸 と中 ・北 海 岸 を 比 較 す るた め,イ カ以 北 トル ヒ ョTrujilloま で の

海 岸 の い くつ か の地 点 で も関 連 調 査 を お こな った 。

　 以 上 の 結 果,,主 と して 高 地 民 の 海岸 地方 に お け る活 動 につ い て 多 くの情 報 を得 た が,

そ れ らを要 約 す る と・ 大 体 腿 下 の よ うに ま とめ られ る と思 う。

　 1)　 高 地 民 の海 崖 低 地 に お け る商 業 活 動

　 2)、 高 地 民 の海 岸 低 地 にお け る季 節 労 働 者 と して の 出 か せ ぎ

　 3)　 高 地 民 の 海 岸地 方 に お け る漁撈 活 動

　 4)　 高 地 民 の うち,と くに リャマ,ア ル パ カ牧 民 の,海 岸 地 方 を 含 む 商 業 活 動

　 本 稿 は,上 記 の4点 につ い て 略述 した もの で あ る。

4.高 地民の海岸低地におよぶ商業活動 と出かせ ぎ

　高 地 民,俗 に セ ラー ノ と呼 ば れ る人 々 が,海 岸 地 方 に降 りて き て,商 業 活 動 を お こ

な った り,定 着 して 農 園 や鉱 山 で労 働 者 に な る傾 向 は,ペ ル ー の 北 ・中 ・南 海 岸 地 方

で一 般 的 に見 られ る。 ア レキ ー パ,モ ケ グ ア,タ ク ナ の南 部3県 に お い て は,高 地 の

プ ノPuno県 の ア イ マ ラAymara系 住 民 の活 動 が い ち じる しい 。

　 ペ ル ー最 南 部 県 の首 都 タ クナ を例 に と って み る と,隣 接 した 山 地 の プ ノ県 か らの流

入 は,1956年 ごろ か ら急 に は げ し くな った とい うが,1972年 の 国 勢 調 査 に よ れ ば,同
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市 の 人 口95,444人 の う ち,タ ク ナ県 生 れ の 住 民 が,59,128人 にた い し,プ ノ県 出 身者

は20,591人 で,第2位 で あ る 。 そ して,第3位 の ア レキ ーパ 県 出身老4,073人 を 大 き

くひ き は な して い る。 また プ ノ県 出身 者 を年 齢 別 に見 る と,14才 まで が 男1,865人,女

1,550人,15-29才 が 男6,306人,女4,140人,30-44才 が男2,728人,女1,752人,45-64

才 が 男1,127人,女605人,65才 以 上 が 男277人,女183人 で,30才 以 下 の若 年 層 が 男 女

と もに多 く,全 体 の 約6割5分 を 占 め る。 タ ク ナ の住 民 に よる と,プ ノ県 の若 者 は タ

クナ に 出 る こ とに夢 を 託 して お り,男 性 は軍 隊 に志 願 し,海 岸 に駐 屯 して 除 隊 後 そ こ

に 職 を み つ け よ う と し,女 性 は女 中 とな って タ ク ナ の家 庭 に住 み こむ こ とが 多 い との

こ とで あ る 。 ま た,多 くの ア イマ ラ商 人 が高 地 か ら,チ ャル キcharqui,チ ャn・・一ナ

chalona等 の 乾 肉や チ ュニ ョchufio(j乾 燥 ジ ャガ イ モ),キ ノ アquinoaな ど の アル

テ ィプ ラ ノの産 物 を運 ん で 市 場 等 の 商 人 に 売 り,ま た低 地 の 産 物 を高 地 に もた らす 。

一 部 の ア イ マ ラ商 人 は
,ト ラ ックを 所 有 して,ペ ル ー 中部 海 岸 地 方 か ら来 るオ レ ン ジ,

パ ル タ等 の 果物 を 仕 入 れ,国 境 を 越 え チ リ領 の ア リカ で売 って,か わ り にチ リ産 の リ

ンゴそ の他 を 購 入 し,タ ク ナや モ ケ グ アの 市 場 に売 って い る。 と にか く,道 路 の発 達

と 自動 車 輸 送 の発 達 に よ って,プ ノ県 の ア イ マ ラ人 が,地 域 的 流 通 に お いて 多 数 活動

して い る こ とは た しかで あ る。

　 商 人 の ほ か に出 かせ ぎ人 も多 い 。 オ コ ニ ャ,カ マナ ーマ ヘ ス,キ ル カ等 の水 量 ゆ た

か な川 の 河 口近 くで は,水 田耕 作 が お こな わ れ て い るが,そ の 田植 えや 収 穫 に は,多

数 の ア イ マ ラ人 が 季節 労 働 者 と して や って くる。 元 来 南部3県 は,平 地 に め ぐまれ な

い た め北 海 岸 の よ うな 大 ア シエ ンダ は存 在 せ ず,ミ ニ フ ンデ ィア が多 か った 。 北 ・中

部 の ア シ エ ンダ が,農 地 改 革 後 共 同 組 合 経 営 とな った ものが 多 い の に た い して,南 部

3県 で は ミニ フ ンデ ィア が 小 作 農 に分 配 され た 例 が 多 く,し た が って現 在 で は3-5

トポtopoて い ど の耕 地 を 所有 す る 自作 農 が大 多 数 を 占め る 。 カ マ ナ付 近 で 得 た 情報

に よれ ば,そ れ らの 自作 農 は,8月 な か ば に播 種 し,苗 代 を 作 って か ら10-11月 に 田

植 をす る が,そ の 田植 の と き,プ ノ,プ リア カJuliaca方 面 か ら来 る 多 くの ア イ マ ラ

の 季 節 労 働者 が雇 わ れ るの で あ る 。ボ リビア と の 国境 の デ サ グ ア デ ー ロDesaguadero

か らす ら来 る とい う。 彼 らは,請 負 い で,ト ポ い く らとい う ぐあ い に契 約 して仕 事 を

す る。　 トポ あた りの 賃 銀 は1,500-4,000ソ ル(現 在1ソ ル は1円 弱 と考 え て よい)で

あ り,土 地 の 状 態 に よ って 支 払 わ れ る金 の差 がつ く。 カ マナ,オ コニ ャ な どで 聞 い た

か ぎ りで は,こ う した水 田耕 作 は30年 以 上 む か しか らお こな わ れ,ア イ マ ラ の季 節労

働 者 も古 くか ら働 きに来 て い た。 そ して む か しは,馬 や ラバ に乗 って や って きた が,

今 で は もち ろん バ スで 来 る。 大 体 き ま った 人 々が顔 な じみの 農 家 で 働 くのが ふ つ うで
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あ り,宿 泊 のた めの小 屋 も無 料 で 提 供 さ れ る 。2月 の収 穫 の と きに も彼 らは 同 じ家 に

や って くる。 彼 らは,高 地 の住 所 に も小 さな農 地 を 持 って い て,ジ ャガ イ モ等 を耕 作

す る の だ が,農 耕 労 働 の 時期 が 山 と海 岸 で は くい ち が って い るの で,そ れ を利 用 して

働 きに くる の で あ る。家 族 連 れで 来 て,食 事 の 支 度 な ど はす べ て 女 連 中 が や る 。 そ し

て,報 酬 を も ら って の ち,市 場 で トウ モ ロ コ シや 小 麦 そ の他 の品 々を 買 って 山 に 帰 る

ので あ る 。 彼 らは安 い電 気 製 品 な ど も このん で 購 入 す るの で,今 日高地 の ア イ マ ラ部

落 で 日本 製 の トラ ンジ ス ター ・ラ ジオ を見 か け る こ と もめ ず ら し くな い 。

　 田植 は一一Ptの熟 練労 働 で あ り,賃 銀 も比 較 的 高 くて,労 働者1人 あ た り1日500ソ

ル以 上 の 収 入 にな る とい う。 南 部3県 の農 家 で は,も っ と単純 な 労 働 の た め に もア イ

マ ラ人 を や と って い る。 た とえ ば,ア レキ ーパ 市 の あ る盆 地 は,ペ ル ー で も有 数 の タ

マ ネギ の 産 地 と して有 名 だ が,こ の収 穫 にア イ マ ラ人 が,1日150-200ソ ル の賃 銀 で

や とわ れ る。 熟 練 を 要 しな い仕 事 なの で,女 子 供 が多 いが,彼 らは集 団 を な して 農家

か ら農 家 へ と渡 りあ るい て 行 く。

　 これ らア イ マ ラ人 の 商業 活 動,季 節 労 働 に よ る高 地 と海 岸 平 地 と の間 の 移 動 は,年

と と もに大 規 模 に な って 行 くよ うで あ る。 ガ ル シ ・デ ィエ ス の1567年 の文 書 に 示 さ れ

て い る よ うに,も と も とテ ィテ ィカ カ盆 地 とそ れ に 接 す る海 岸 地 方 は,そ れ ぞ れ 独 立

した生 活 圏 を か た ちつ くって い る の で は な く,共 生 的 関係 に あ る ので あ り,そ の 条 件

を 前提 と して それ ぞれ の 生 産 ・文 化 の構 造 が で きあ が って い る と考 え るべ きで あ る 。

チ ュク ィー ト文 書 にあ らわ れ た ルパ カ の首 長 のサ マ,モ ケ グ ア に お け る飛 び 地 経 営 に

似 た よ うな高 地 ・低 地 の 関係 が今 日で も存 在 して い る の か ど うか,か つ て フ ロ レス ・オ

チ ョアが 調 査 した こ とが あ った が,チ ュ ク ィー トか らセ ピー タZepitaに い た る まで

の農 民 の イ ンフ ォ ーマ ン ト65人 の う ち,7人 ま で が 「ひ じ ょう にむ か しの時 代 か ら」

海 岸 低 地 に畑 を 持 って い る と答 え た そ うで あ る[FLoREs　 OcHoA　 1973:197]。 そ れ

だ け で な く,ポ マ タPomataの カ ンガ イKangalliお よび ラ ンパ ・チ コLampa　 Chico

の コ ム ニ ダや ブ リJuliな ど に は,海 岸 低 地 に 「割 り当て 地 」raci6nを 持 つ 農 民 が か

な りい る こ と も注 目 され る[FLoREs　 OcHoA　 1973:199]。 これ は,海 岸 低 地 の個 人

の耕 地 や農 園 で ペ オ ンpe6nと して 働 く労 働 者 が,一 定 の 広 さ の借 地 を 与 え られ,そ

の収 穫 物 を じぶ ん の もの に す る慣 行 で あ る。 わ れ わ れ は シワ スで も似 た よ うな 情報 を

得 た 。す な わ ち,カ イ ヨー マ地 方 そ の他 の 山 地 人 た ち が,シ ワ ス川 流 域 の 農地 で ペ オ

ン とな り,何 年 か たつ と割 り当 て地 を も ら うのだ が,シ ワスで は そ れ を レパ ル テ ィ シ

オ ンrepartici6nと 称 して いた 。'レ・・Oルテ ィ シオ ンを も らった ペ オ ンは そ こで 耕 作 を

お こな って生 活 の 資 を得,住 み つ い て数 年 す る と結 婚 す る者 が少 くない が,彼 らは じ
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ぶ ん た ち本 来 の山 の 居 住 地 に も畑 を持 ち,家 族 を残 して い る ので,と き どき そ こに帰

るの だ と い う。 レパ ル テ ィ シオ ン と家 族 を持 つ 高 地 人 の ペ オ ンが,突 然 す が た を 消 し

て 帰 って こな い こ と も珍 し くな い そ うで あ る。

　 ペ ル ー の南 部3県 に は プ ノ県 内 の す べ て の地 方 か らの移 住 者,季 節 労 働 者 等 が 見 ら

れ るが,フ ロ レス ・オ チ ョアは,ポ マタ か ら プ リまで の 住 民 が タ クナ県 に,イ ラベ

Ilaveか らア コー ラAcoraま で の住 民 が モケ グア県 と結 び つ く傾 向 がつ よい と言 っ

て い る[FLORES　 OCHOA　 l973:198]。 今 回 の われ わ れ の 調 査 で得 た資 料 か ら判 断 す

る と,こ れ に 加 え て,プ ノ,ブ リア カ方 面 の 人 々は と くに ア レ キ ーパ 県 と結 び つ きが

つ よい,と 言 って い い と思 う(図4)。

図4高 地 民 の 海 岸 進 出
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.5.高 地 民の海 岸地方 に おけ る漁撈 活動(1)

　 上 に見 た よ うに,高 地 の 住 民 は,海 岸 低 地 と さ ま ざ ま なか た ちで結 び つ く傾 向を 示

して い る が,彼 らの海 岸 地 方 にお け る 活 動 の 中で,と くに注 目す べ き もの は,季 節 的

な 海 産物 採 取 で あ る。 す で に,シ バ ヨの農 民 の コ ロ カ岬 にお け る コチ ャユ ー ヨ採 取 に

つ い て は述 べ たが,コ チ ャユ ー ヨ採取 は,イ カ県 南 部 か らア レキ ーパ県 に か け て の 海

岸 地 方 で ひ ろ くお こなわ れ て い る。 そ して そ れ を お こな うの は,す べ て高 地 民 で あ る。

　 コ チ ャユ ー ヨは,ケ チ ュア 語 で,cochaは 池,湖,水 た ま りな どを さ し,　yuyo,　 yuyu

は草 を意 味 す るか ら,淡 水 の 湖,河 川 な ど に生 え る藻 や,海 草 を お しなべ て さす こ と

ば で あ る。 した が って 山 の湖 な どの 藻 もcochayuyoと 称 す る こ とは あ る が,現 在 ふ

つ うに は,コ チ ャユ ー ヨと い う と海 草 を さ し,淡 水 の 藻 は,ク シ ュ ロcushuro,ム ル

ム ンタmurmunta,ヤ ユ チ ャ11allucha,ヤ イ タ11ayta(ア イ マ ラ語)な ど と呼 ん で 区

別 して い る。 コ チ ャユ ー ヨ もク シ ュ ロ も,イ ンカ時 代 か らひ ろ く高地 民 に よ って食 用

に供 さ れ て い た[ANTuNEZ　 DE　MAYOLO　 R.1978:283;HoRKHEIMER　 l　973:105]。

17世 紀 の ク ロニ ス タ,ベ ル ナベ ・コボ は,そ の 『新 世 界 史 』 の 中 に 「コチ ャユ ー ヨ」

とい う一 章 を も うけ,次 の よ うに言 って い る 。

　 　「イ ンデ ィオ は この 草 を 食 事 の 中 に た くさ ん用 い る が,エ ス パ ニ ャ人 す ら も これ

を ロ ク ロlocroと い う煮 物 に使 う。 そ の た め に,そ の 草 を た くさ ん集 めて か わ か し,

一イ ンデ
ィオ は小 さ なパ ンpanecilloに して売 るる一夕食 のあ と,こ の草 を 水 に一割 った

酢 とい っ し ょに食 べ る と,安 らか に 眠 る こ とが で きる 。 ま たそ れ を 煮 だ した 汁 に砂

糖 を 加 え て飲 む と,ひ どい 月経 が止 る 。この 草 を,つ きつ ぶ し,あ た た めて 眼 に あ て

る と,炎 症 を和 らげ,痛 風 の痛 み を和 らげ る。」[CoBo　 l956(1653)Lib.　 4,　c.41]

　 コチ ャユ ー ヨ採 取 人 は,さ まざ ま な か た ち で南 部 海 岸 地 方 に進 出 して い る。 大 別 し'

て ふ た つ の形 態 が区 別 され る。 海 岸 地方 に恒 久 的 に定 着 した 人 々 と,季 節 的 に滞 在 す

る人 々の ふ たつ で あ る。 後 述 す るよ うに,南 海 岸 一 帯 で とれ る コチ ャユ ー ヨは み な岩

に生 成 す るPorPh2ra属 の種 類 で あ る。 海 岸 に台地 が 突 出 して岩 壁 を な して い る場 所

が 多 い ア レキ ーパ 県 は,と くにそ の 中 心 的 産地 で あ る。 コ チ ャユ ー ヨの主 な産 地 と し

て 特 に そ の 名を 指 摘 され た の は,次 の よ うな場 所 で あ る。 ボカ ・リオ ・イ カBoca　 Rio

Ica,マ ル コナMarcona(Lomas　 de　Marconaの 海岸),ロ マスLomas(ロ マ ス港 付

近),タ ナ カ か らチ ャ ラを経 て ア テ ィコ辺 まで の 海 岸,オ コ ニ ャ,カ マ ナ間 の海 岸 。 す
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な わ ち イ カ県 の南 部 か らア レキ ー パ県 に お よ ぶ が,タ ク ナ県 南 部 の モ ロ・サ マMorro

Sama,コ ロ ラダ 岬Punta　 Colorada付 近 も産 地 で あ る。

　今 回 の調 査 に おい て,非 定住 的 な コチ ャユ ー ヨ採 取 人 に は,ア レキ ーパ 県 の タ ナ カ,

プ ンタ ・デ ・ロボ ス,オ ス クー ヨ等 で会 う こと が で き た。

　 タナ カ は,オ リー ブ栽 培 によ って ゆ た か な ヤ ウカ の住 民 が,夏 の休 養 地 と して 多 く

の 別 荘 を 持 って い る た め戸 数 は多 い が,実 質人 口 は数 十 人 て い どの 小 さな海 岸 村 で あ

る。 タナ カ か らは じま って,そ の 約30キ ロメ ー トル 先 の チ ャ ラ まで は,岩 壁 が海 に面

して つ づ い て い る た め,絶 好 の コチ ャユ ー ヨの採 集地 で あ る。 タ ナカ の別 荘(と 言 っ

て もア ドベ づ く りの簡 単 な家 屋 にす ぎな い が)は,コ チ ャユ ー ヨの成 育 期 で あ る8-12

月 に は空 屋 に な って い る た め,そ こに 高地 か ら降 りて きた 人 々が,3,4カ 月住 み つ い

て,毎 日 コ チ ャユ ー ヨを とる ので あ る 。タ ナカ の場 合,ほ とん ど 背後 の パ リナ コ チ ャス,

コ ラコ ラGoracora地 方 出 身 で あ る。 家 族 ぜ ん ぶ で来 る の がふ つ うで,と った コ チ ャ

ユ ー ヨを 乾 か し,型 に 入 れ て長 さ45～50セ ンチ メ ー トル幅20セ ンチ メ ー トル ほ どの板

(プ ラ ンチ ヤplancha)を 作 る 。 これ が コボ の言 うpanecilloで あ ろ う(図5)。 採 集人

自身 が これ を イ カ の市 場 に売 りに行 くこ と もあ るが,仲 買人 が買 付 け に来 る。 また 山

に 引 きあ げ る 時 に は,自 家 消 費 用 と交 換 用 にか な りの プ ラ ンチ ャを 持 って行 く。

　 チ ャ ラ と アテ ィコ の 中 間 の プ ンタ ・デ ・ロ ボ ス に も,12戸 よ りな る コ チ ャユ ー ヨ採

取 人 の集 落 が あ るが,こ こで は住 民 の 出身 地 は多 様 で あ り,ア レキ ーパ県 北 部 高 地 の

パ ンパ コル カPampacolca,ア ンダ グ ァAndagua,ア ヤ クチ ョ県 南 部 の パ リナ コ チ ャ

ス,ク ス コ県 の シ クア ニSicuani,プ ノ県 の ユ ン グー ヨYunguyoな どで,い ず れ も

図5　 コ .チ ャ ユ ー ヨ の プ ラ ン チ ャ
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コチ ャ ユ ー ヨの 季 節 に一 時 的 に 山 か ら降 りて きて 居住 す る ので あ る。 一 軒 だ け,飲 料

水,タ バ コ な どを 扱 う老 婦人 が一 年 中 そ こ に住 ん で い て,コ チ ャユ ー ヨの 季 節 が終 っ

て 山 に帰 った人 の 留 守 宅 を 管 理 す る との こ とで あ った。

　 ア グ ア ・サ ラー ダ(リ マ よ り665km地 点)か らア テ ィコの 方 にむ か って,ピ エ ド

ラ ・ブ ラ ンカPicdra　 Blanca(674㎞),チ ョ リヨスChorrillos(686.5km),プ ラヤ ・

エル モ サPlaya　 Hermosa(689.5km)等 に も コ チ ャユ ー ヨ採取 人 の 集 落 は あ った

が,ア テ ィ コを越 して オ コ ニ ャ にむ か う途 中 に も,ラ ・ボデ ーガ(710km),オ ス ク ー

ヨ(717km)な どに コ チ ャユ ー ヨを と る高 地 人 が い た 。 と くに 興 味 ふ か か った の は

オ ス クー ヨで あ り,海 岸 に張 り出 した 台 地 の 上 に,石 造 建 造 物 の 遺 跡 が あ り,そ の一

部 に小 屋 を 作 って,プ ノ県 ア ヤ ビ リAyaviri出 身 の家 族 が 住 ん で い た 。彼 らは コチ ャ

ユ ー ヨの プ ラ ンチ ャを,遺 跡 の 一 部 の 壁 を利 用 して作 っ た石 室 に貯 蔵 して い た 。 ア レ

キ ー パ 県 の 高 地 か ら来 て い る と い うも う1家 族 は,遺 跡 自体 を利 用 して 作 った 小屋 に

住 ん で い た 。 ア ヤ ビ リの家 族 は,コ チ ャユ ー ヨの 季節 が終 る と カ マ ナの農 家 に賃 銀 労

働 者 と して 働 きに 出 る と言 って い た か ら,あ るい は も う郷 里 に帰 る こ と はな い の か も

しれ な い 。

　 定 住 型 の 集 落 と して は,タ ナ カ と チ ャ ラの 間 に あ る ア グ ア ・サ ラ ーダ が あ げ られ る。

コ チ ャユ ー ヨ採 集 人 の 集 落 は季 節 居住 が 一 般 的 で あ って,こ の よ うな 定住 型 は例 外 と

言 うべ きか も しれ な い。 ア グ ア ・サ ラ ーダ は汎 ア メ リカ 道 路 に 面 した 台地 の上 に あ

り,25家 族 が住 んで い るが,そ の 大 部 分 が コ ラ コ ラ地 方 出身 で,三 家族 が ア レキ ー

パ 県 北 部 のコタ ワ シCotahuasi一 出 身 で ある。 いずれ も郷 里 を はな れで 定 住 じて い る

ので,最 近 学 校 まで 建 て た とい う。 コ タ ワ シ 出身 の ひ と りの イ ンフ ォ ー マ ン トに よれ

ば,ア グ ア ・サ ラーダ が 定 住 集 落 と して成 立 した の は10年 前(1968年)で,彼 が住

みつ い た 当時 は5家 族 しか い な か った とい う。 彼 自身 は北 海 岸 の ヘ ケ テ ペ ケJeque-

tepequeか ら南 海 岸 の イ カ に い た る まで の多 くの 土 地 で 農業 労 働 者 と して 働 い て い た

が,父 親 の代 か らコチ ャユ ー ヨ取 りのた め に季 節 的 に来 て い た ア グ ア ・サ ラ ーダ に,

8年 前 の1970年 に定 着 した 。 他 の 家族 も,む か しか らコチ ャユ ー ヨの季 節 に来 て い る

う ちに,い つ とは な しに定 住 して しま った もの が多 い とい う。 ア グ ア ・サ ラーダ で な

ぜ この よ うな定 住 集 落 が 出来 あ が った の か理 由 は不 明 だ が,想 像 す る に,タ ナ カ か ら

チ ャ ラに至 る まで の絶 好 の コチ ャユ ー ヨ生 息 地 の 中間 点 に 位 置 す る た め,産 出量 が 多

く,安 定 した収 入 が得 られ る とい う こ とが,理 由 の ひ とつ で あ った の だ ろ う。

　 と は言 う もめ の,コ チ ャユ ー ヨ採 集 の 時期 は,1年 の う ち8カ 月 に も満 た な い か ら,

アグ ア ・サ ラーダ の住 民 は,他 の 労 働 に 従事 して収 入 を お ぎな う必 要 が あ った 。12月
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に コチ ャユ ー ヨの季 節 が終 る と,彼 らは 同 じ場 所 で 貝 類 や ウニ の採 取 を お こな う。2

月 末 か ら3月 に か け て,カ マナ の稲 の収 穫 が は じま るの で そ こへ 行 って 働 く。 そ れ が

終 る と,近 くの ヤ ウ カ川 流 域一 帯 の オ リー ブ 園の 収 穫 の 時 期 に な る ので そ ち らへ移 動

す る。 そ して6-7月 にな る と,ふ た たび コ チ ャユ ー ヨの 採 取 が 開始 さ れ る とい うわ け

で あ る。以 上 の よ うに ア グ ア ・サ ラー ダ の人 々 は,年 間 を 通 じ現金 収 入 が あ るの で,

か な り裕 福 で あ り,コ チ ャユ ー ヨ採 取 の現 場 に行 くた め の オ ー トバ イ を持 って い る者

が多 い 。 輸 送 用 の小 型 トラ ックを 持 って い る者 もい る。 彼 らは,じ っ と村 に住 み こん

で 仲 買人 が来 る の を待 つ の で はな く,じ ぶ ん か ら産 物 を イ カ や チ ャ ラの市 場 に売 りに

行 き,ま た近 辺 の川 の流 域 に販 売 に 出 か け る。 あ とで,ヤ ウカ川 流 域 のハ キ等 で た し

か めた と ころ に よ る と,ア グ ア ・サ ラーダ の人 々 は直 接 に コチ ャユ ー ヨを売 り に来 る

そ うで あ る 。 しか も,品 物 が 足 りな くな る と,彼 らはオ ス クー ヨの採 取 者 の と ころ ま

で 出か け て行 って プ ランチ ャを仕 入 れ る との こ とで あ った 。上 に あ げ た コ タ ワ シ出 身

の 採 取 人 な ど は,ア グ ア ・サ ラー ダ で レス トラ ンを 経 営 し,ま た 郷里 の コ タ ワ シで 農

地 改 革(1969年)の 結 果 所 有 す る よ うに な った耕 地 を 小 作 に出 して収 入 を得 る な ど,

小 企 業 家 的 な 活 動 を お こ な って い る。 そ して 彼 だ けで な く,村 全体 が,道 路 と輸 送 の

発 達 に よる流 通 の 中 に積 極 的 に入 り こみ,強 い プ ゴ フ ィ ッ ト ・イ ンセ ンテ ィヴ に動 か

され て 多 角 的 な営 為 を お こな って い ると言 え る ので あ る。 ア グ ア ・サ ラーダ で は,コ

チ ャユ ー ヨ1キ ロ グ ラ ムを 仲 買人 に110ソ ル で売 り,そ れ を リマの 商 人 が180ソ ル で 買

取 る との ことで あ った が,各 地 で し らべ て み る と,小 売 価格 は ま ち ま ちで あ り,チ ャ

ラで は1キ ログ ラム150ソ ル,リ マ市 の リンセLinceの 市 場 で は250ソ ル,イ カ の市

場 で は300ソ ル で あ った。 ア グ ア ・サ ラーダ の 住 民 は,ヤ ウカ,ハ キ等 まで 出 か けて

行 つて売 る場 合 に は,当 然 仲 買人 に売 る よ り もい く らか 高 い値 を つ け る はず で あ る。

した が って,彼 らが年 間 平 均 して10万 一一10万5000ソ ル の 現 金収 入 を コチ ャユ ー ヨに よ

って得 る こと は さ して 困 難 で な い。 ア グ ア ・サ ラー ダ で は,コ チ ャユ 「 ヨを乾 した り

プ ラ ンチ ャを作 る た めの 共 同 作業 場(図6)が あ るが,貯 蔵 庫 は設 け られて い ない 。

各 家 々 で製 品 を保 管 す る とい う。 これ は製 品 の 販 売 が す み や か に お こなわ れ て い るた

め,滞 貨 が な い か らだ ろ う。

　 コチ ャユ ー ヨ採 取 入 が 小企 業化 しつつ あ る も うひ とつ の 例 は,プ ンタ ・デ ・ロボ ス

の ひ と りの イ ンフ ォー マ ン トに お いて も見 られ た 。 彼 自身 は コチ ャユ ー ヨや 貝 類 の採

取 に従 事 して い るが,も と も と コチ ャユ ー ヨと りだ った彼 の 父親 は,金 を た め て小 型

トラ ック を買 い,カ マナ に居 を うつ して 仲 買 人 を 始 め て い る。 生 産 と流 通 を分 担 して

小 さな 家 内企 業 がで きあ が って い る わ けで,こ れ が 需 要 の い か ん に よ って 興 味 ふ か い
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図6　 ア グ ア ・サ ラー ダの コチ ャユ ー ヨ乾 燥場

成 長 と変 貌 を とげ る可 能 性 もあ る。 そ して ∫ プ ン タ ・デ ・ロボ スの 集 落 の 中 で,こ の

イ ンフ ォ ー マ ン トだ け が,海 岸 地 方 に恒 久 的 に 定着 す る可 能 性 を 見 せ て い る ので あ る。

　 先 に,ア グ ア ・サ ラー ダ の よ うな定 住 型 の コ チ ャユ ー ヨ採 取 人 集 落 は例 外 的 だ と言

った が,し か し,あ ち ら こち らで 定 住 の 傾 向 が 出 て きて い る こと は,プ ンタ ・デ ・ロ

ボ ス以 外 で も見 られ る 。 た とえ ば,4キ ロ メー トル ほ どの 長 さで 細 長 くひ ろが った チ

ャ ラの 海 岸 平 野 に は,コ チ ャユ ー ヨ採 集 人 が 点 々 と小 屋 を 作 って い るが,彼 らの 仕 事

場 は,タ ナ カ とチ ャ ラの 間 の岩 壁 の多 い 地 帯 で あ り,あ る イ ンフ ォ ー マ ン トは,15年

前 か らその 地 帯 の 中の モカ渓 谷Quebrada de Mocaでコチャユーショ や貝 類,ウニ な

ど を と って 生 活 して い た が,子 供 が 出来,学 校 の問 題 が お こ った ので,チ ャ ラ に家 を

つ く り,じ ぶ ん だ け モ カに あ る 小屋 に住 ん で 作 業 を す る,と 言 って い た。 彼 は も と も

と高 地 の コ ラコ ラの 出身 で あ った が,今 で はす っか り チ ャ ラの住 民 に な って い る。

6.　 コ チ ャ ユ ー ヨ と ク シ ュ ロ

　 ペ ル ー の住 民 が,コ ボの 記 録 して い る よ うに,17世 紀 のむ か しか ら今 と同 じコ チ ャ

ユー ヨの プ ラ ンチ ャを 作 って い た こ とは ひ じ ょ うに興 味 ぶ か い が
,チ ャ ラ付 近 に あ る

イ ンカ期 の 遺 跡 ケ ブ ラー ダ ・デ ・ラ ・バ カQuebrada　 de　la　Vacaの 倉 庫 の遺 構iに も,

ウ ニの 殻,貝 殻,ト ウ ガ ラ シ,ト ウモ ロ コ シな ど とと もに,コ チ ャユLヨ が見 出 さ れ

るの で,す で に16世 紀 以 前 か ら利 用 され て い た こ とが推 定 され る。 現在 で も コチ ャユ

ー ヨは
,ス ープ,ピ カ ンテpicante料 理,　Vビ チ ェscvichcそ の 他 に ひ ろ く使 わ れ,

海 岸 地 方 だ けで な く,山 地 で も,も っ と も好 ま れ る料 理 材 料 の ひ とつ で あ る。 コ チ ャ
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ユ ー ヨは,ア レキ ー パ,モ ケ グ ア,タ クナ は も とよ り,プ ノ,ク ス コ,ラ ・パ ス
,ア

ヤ ク ー チ ョな どの市 場 で販 売 され て い る。

　 とこ ろが,前 に述 べ た よ うに,コ チ ャユ ー ヨは,塩 水(海)の もの と淡 水(川 や 湖)

の もの に大 別 され る。 そ して,今 まで 扱 って きた の は,言 う まで もな く海 産 の コ チ ャ

ユ ー ヨで あ る が,淡 水 の コ チ ャユ ー ヨ もひ ろ い分 布 を示 して い る。後 者 は ク シ ュロ
,

ヤ イ タ,ム ル ム ンタ,ク レス ピー トcrespito,ラ チ ャパrachapa,ウ ル ル マululuma,

ウル ル パururupaな ど さ ま ざ ま に呼 ば れ るが,い ず れ もNostoc属 で あ る[ALDAvE

PAJAREs　 1969:5]。 ・ZVI・commune,　N.　sphαericum,2V.ク7π η⑳7膨 の3つ の種 が 同 定 さ

れ て お り,海 抜2,300-4,500メ ー トル の 範 囲 に生 成 し,雨 期 に 繁 殖 す る[ALDAvE

PAJAREs　 l969:7]。 そ して 少 くと もカ ハ マル カ県 か らフ.ノ県 に い た る広 い 地 域 に見

出 され る,と 報告 さ れ て い る[ALDAvE　 PAJAREs　 1969:25-27]。 ク シ ュ ロ は,海 の

コチ ャユ ー ヨ同様,ス ー プや ピカ ンテ料 理 に用 い られ るが,そ の味 につ い て は
,海 の

コチ ャユ ー ヨ よ り も柔 くて うま い,と い う評 価 と,海 の コチ ャユ ー ヨ の方 が 塩 気 が

あ って うま い,と い う評 価 に分 れ る。 タ ク ナ市 の あ る イ ン フ ォー マ ン トに よれ ば,

``clasiCO"な 方法 と して は
,牛 とか 陸 の動 物 の 肉 に ヤ イ タを 加 え て 調理 し,魚 な ど海

産 物 と コチ ャユ ー ヨを い っ しょに 料理 す るの が 習 慣 で あ った が,今 で は この 区 別 は守

られ な くな って い る と い う。 か つ て は,淡 水 の藻 と海 草 に は,べ つ のvalorが 与 え ら

れ て い た の か も しれ な い 。

　 コ チ ャユ ー ヨや ク シ ュ ロ は,汎 中 央 ア ンデ ス的 な食 物 の よ うに 見 え るが,こ まか く

検 討 して み る と,い ろ い ろ問 題 点 はあ る。 まず ア レキ ーパ,モ ケ グ ア,タ ク ナ,ク ス

コ,プ ノ等 の南 部 諸 県,ア プ リマ ック県 ,お よ び アヤ クー チ ョ県 の南 部 な どで は,こ

の ふ た つ は普遍 的 な食 物 と言 って よい 。 しか し,海 岸 の 漁 民 は あ ま り これ を 取 らず,

も っぱ ら採取 に従 事 す る の は高 地 民 で あ り,前 者 は後 者 を や やpeyorativoな 眼 で 見

て い る気 味 が あ る。 また 高 地 民 の すべ てが 海 岸 に来 て コチ ャユ ー ヨを と るわ けで はな

く,貧 しい人 々が それ に従 事 す るの で あ る。 オ ス ク ー ヨの ア ヤ ビ リ出身 者 は郷 里 に は

耕地 を持 たず,``Somos　 pobres・"と 言 って いた し,プ ン タ ・デ ・ロボ ス,ピ エ ドラ ・

ブ ラ ンカ等 の住 民 もみ な 山 で は うだ つ が あが らない た め に海岸 に 出て きた 点 で は一 致

して い た 。 ア プ リマ ック県 の 高 地 カ ライバ ンバ で 得 た 情 報 に よ れ ば,「 か つ て は 多 く

の 人 が,ア レキ ーパ 県 の 山 を は る ば る越 え て,チ ャ ラ,ア テ ィコ,そ して ロ マス に コ

チ ャユ ー ヨを と りに行 った 」 が,「 貧 乏 な連 中 が行 ったの だ 」(友 枝 啓 泰 氏 収 録 テ ープ

よ り),と の こ とで あ る。

　 さて,ア レキ ーパ 県 か ら北 の イ カ県 に入 る と,様 相 が一 変 す る。 す な わ ち コチ ャユ
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一 ヨは
,だ れで もが 口 にす る食 物 で は な くな るの で あ る。 た しか に,イ カや ナ ス カ や

パ ル パPalpaの 市場 で コ チ ャユ ー ヨは売 って い る 。 しか し市 場 に来 る市 民 に 聞 い て

み て も,そ ん な もの は知 らな い,と か,食 べ た こ とが な い とか い う返 事 が か え って く

る。 ナ ス カ で は,「 コチ ャユ ー ヨはパ イサ ー ノpaisanoが と り,ク リオ ー ヨcriolloは

と らな い,」 とい う表 現 を 聞 い た。 パ イ サ ー ノ と は 「田舎者 」 の意 味 で あ ろ う。 ナ ス

カ に は,主 に ア ヤ ク ー チ ョ県 南 部 か ら降 りて きて,マ ル コー ナ の鉱 山 な どで 働 く高 地

人 が 多 い 。 マ ル コー ナ の ロ マ ス等 で 高 地 人 が と る コチ ャユ ー ヨは,お そ ら く主 に これ

らの労 働 者 に よ って 消 費 され る ので あ ろ う。 そ れ で もナ ス カで は,「 ク リオ ー ヨ」 で

あ って コ チ ャユ ー ヨを た べ る人 に会 わ ない で はな か った が,イ カ まで 北 上 す る と,コ

チ ャユ ー ヨは完 全 に セ ラー ノす なわ ち高 地 人 の 食 物 で,ク リオ ー ヨはま った く無 関 心

で あ った。 さ らに北 の カニ ェテCafiete,マ ラMala,ア シァAsiaの 流 域 な ど で は,

コチ ャユ ー ヨは ま った く食 べ られ な い。 リマ まで 来 る と コチ ャユ ー ヨはふ た た びす が

た を あ らわ す 。 お そ ら く リマ に は南 部 県 や高 地 か ら来 た 人 々 が 多 いか らで あ ろ う。 リ

マの ク リオ ー ヨた ちの 間 で も,コ チ ャユ ー ヨは け っ して ポ ピ ュ ラー な食 物 で は な い 。

　 リマ以 北 は ど うだ ろ うか 。 市 場 で 見 るか ぎ り り,バ ラ ンカBarranca,ワ ル メ イ

Huarmey,カ ス マCasma,ト ル ヒ ヨ等 で は,コ チ ャユ ー ヨ と称 す る もの は売 って は い

る が,南 海 岸 に 産す る もの と はぜ ん ぜ ん 別 種 で,と こ ろ に よ って は モ コ チ ョmococho

と呼 ば れ る,ヒ モ状 の海 草 で あ る。 セサ ル ・ア ク レー トC6sar　 Acleto'に よれ ば,こ

れ はGigartina　 reの 海 草 で あ り,　Gigartina　chamissoiが も っと も多 く,ピ ウ ラPiura,

ラ ・ リベル タ La-Libertad県 のフ ンタ・ネ グ ラ　PUhta　 Negra,プエルト ・チ カ マ

Puerto　 Chicama,ア ンカ シ ュAncash県 の バ イ ア ・デ ・チ ンボ テBahia　 de　Chim-

bote,リ マ県 のバ ラ ンコBarranco, 。バ イ ア ・デ ・ア ンコ ンBahia　 de　Ancon,チ ョ リ

ヨスChorrillos,プ クサ ナPucusana,イ カ県 のバ イ ア ・サ ン ・ニ コ ラスBahia　 San

Nicolas,ラ グ ニ ャLagunilla,ピ ス コPisco,チ ンチ ャ諸 島Islas　 Chinchaな ど か ら

報 告 され て い る[AcLETo　 1971:58-59]。1-4.5　 mmの 幅 で た しか に ヒモ状 を な し,

長 さは6-45cmに 達 す る。 サ ンチ ェス ・ロメ ロSanchez　 RomeroはGigartinaceae

科 の海 草 を8種 類 あ げ,い ず れ もペル ー北 ・中 部 海岸 に分 布 す る と して い る[SANCHEZ

RoMERo　 l977:250】 。

　 南 海 岸 の コチ ャユ ー ヨはBangiaccae科Poψ 妙7α属 の海 草 で あ る 。 ア ク レー トに よ

れ ば,中,南 部 海 岸 に多 く,ラ ・リベル タ,ピ ウ ラの 海 岸 か らも産 す る が,岩 壁 が比 較

的少 な い北 海 岸 で は 少 な い との こ とで あ る[AcLETo　 l971:23-25]。 ア ク レー トは,

4種 のPorPh1ra属 の海 草 を あ げて い るが,い わ ゆ る コ チ ャユ ー ヨはPorph1ra　 columbina
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で あ る[AcLETo　 y　ENDo　 1977:3]。 岩 に付 着 して 育 ち,大 き くな る と長 さ35　 cm

幅9　 cmに 達 して,　 Ulva　fascia　taと 群 叢 す る。 時 に よ る とG!mno.aongreCS　 furceltatUS,

Ahnfeltia　durvillael,　Prionitis　deci　iensの 上 に着 生 す る こ と もあ る。 中部 海 岸(ア ンコ ン,

バ ラ ン コ.プ クサ ナ)で は,Porph1ra　 P∫eudolanceolataと 生 棲地 を 同 じ くす る[ACLETO

yENDo　 l977:3-6]。

　 南 と北 の"コ チ ャユ ー ヨ"の ち が い は ひ じ ょうに 興 味 ぶ か い。 バ ラ ンカ よ り北 で は

Gigartina,ナ ス カ より南 で はPoψ1塑 α,そ して そ の 中間 に は,海 草 を 食 べ な い海 岸 部

の地 帯 が あ る。 南 の コチ ャユ ー ヨは,ア ヤ ク ーチ ョか ら南 の諸 県 に流 通 し,ボ リビア

の ラ ・パ ス に まで も達 す る 。北 の コ チ ャ ユ ー ヨも高 地 に は こばれ,ひ ろ く食 用 に供 さ

図7　 北 と南の"コ チャユー ヨ"の利用分布
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れ て い る よ うで あ る。 バ ラ ンカ,カ ス マ等 で 聞 い た と ころ に よ る と,海 岸 地 方 で は セ

ビチ ェに使 われ るだ けだ が,山 で は ス ー プ に入 れ た り ピカ ンテ料 理 に使 わ れ る とい う

こ とで あ る。 そ して,カ ハ マル カか らワ ンカ ヨHuancayo .に至 る まで の ひ ろ い地 域

で 用 い られ て い る。 ア ク レー トが あ き らか に して い る よ う に,1)orPhlra　 columbinaは

け っ して 南 海岸 だ け に限 られず,北 ・中部 海 岸 で も岩 の 多 い 海岸 で は取 れ る。 ワル メ

イ の市 場 で は,売 られ て い るGigartinaに ま じ って.PorPh7raが た しか に認 め られ た 。

に もか か わ らず,Porphyraは ほ とん ど無 視 され て い る よ うで あ る 。 カ ス マの市 場 の 魚

売 場 に も,Gigartinaが 積 まれ て い た が,売 子 の ひ と りが ア レキ ー パ県 出身 で 南 の コ

チ ャユ ー ヨを よ く知 って お り,「 南 で は南 の コ チ ャユ ー ヨを た べ て 北 の コ チ ャ ユ ー ヨ

はす て,北 で は北 の コチ ャユ ー ヨを たべ て 南 の コチ ャユ ー ヨを す て る.」 と言 って い

た。PorphyraとGigartinaが 重複 して い る地 域 もあ る だ ろ う。 た しか に高 地 で は そ う

い う こ とが あ りう る。 しか し,大 局 的 に見 て,北 ・中部 と南 部 で は,ち が った種 類 の

もの が用 い られ て い る,と 断 定 して あや ま りで は な い だ ろ う。 この 区 分 が,中 央 ア ン

デ ス に お け る文 化 領 域 的 な 差 を 反映 して い る可 能性 は な い だ ろ うか?(図7)

7.高 地民の海岸地方 における漁撈 活動(2)

　 コチ ャユ ー ヨ採 取 民 は,海 草 だ けで な く,多 くの 貝 類 や ウニ な ど の海 産 物 もさ か ん に

取 って 生 活 の 資 とす る 。また,コ チ ャユ ー ヨを 取 らず に,そ れ らの,い わ ゆ るmariscos

の 採 取 に専 従 す る人 々 もい る。 コ エプ ケ は,ペ ル ーの 海 岸 の 環境 を五 つ に分 け,岩 壁

の 海 岸,岩 の多 い海 浜,砂 浜,マ ング ロー ブ叢 林,河 口 と して い る が,と くに 岩 壁 の

海 岸 は南 部 に多 く,動 物 群 が ゆ たか で あ る,と 言 って い る[KOEPCKE　 1968:9]。 事

実,ア レキ ー パ県 か らタ ク ナ県 にか けて は,チ ャ ンケchanque(Concholepas　 concholepas

ま た はConcholepas　 peruanus),ラ バlapa(Fissurellαcrassa),バ ル キ ヨスbarquillos

(EnoPlochiton　nigerとAcanthoPleura　 echinata),チ ョ ロchoro(Attlacomya　 ater)等 の 貝

類 や ウニ(PodoPhore　 Pedzfera)が 豊 富 に産 す る[KoEPcKE　 1968:10;ScHwEIGGER

I964:198]。 ウ ニ は海 岸地 方 で ス ー プや ピカ ンテ の材 料 に され る。員 類 は生 の ま ま市

場 で売 られ,種 々 の料 理 の 材 料 にさ れ るが,乾 燥 させ て 保 存食 料 とす る習 慣 も南 海岸

で は広 く見 られ る。

　 チ ャ ンケ は,別 名 ト リー ナtolinaま た はパ タ ・デ ・プ ロpata　 de　burro,パ テ ィプ ロ

patiburro,と 言 い,ロ ボ ス ・デ ・ア フ エ ラLobos　 de　Afueraか らチ リ海 岸 に まで分

布 して い る 。チ リで は ロ コ10COと 呼 ば れ る 。切 り立 った 岩 の な め らか な表 面 に 固 く付

着 し,ア ワ ビに味 が 似 て い る[SANcHEs　 RoMERo　 1977:255]。 チ ョロは,8-30メ ー
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トル の 海 深 の岩 の上 に生 息 し,ペ ル ー 北海 岸 のサ ラベ リSalaverryか らマゼ ラ ン海 峡

まで の 広 い 分 布 を持 つ 。 ペ ル ーで は"う ま い 貝"と して大 量 に消 費 され る。

　 ペル ー高 地 民 との 関係 で も っ と も重 要 な貝 は,な ん と い って もマ チ ャmacha(Meso-

desma　donaciecm)で あ る。 こ の貝 は,　 ペル ー北 部 の セ チ ュー ラSechuraか らチ リの

チ ロ ェChilo6島 まで 分布 し,岩 で はな しに砂 浜 の5-15cmの 深 さ に住 む 。ペ ル ー で

この貝 が も っ と も多 く取 れ るの は,ピ ス コ,ロ マ ス,オ コニ ャ,カ マ ナ お よび イ ロで あ

って,夏 季(12-2月)に も っと も多 く取 れ る[SANcHEz　 RoMERo　 l977:257]。 マ チ

ャは マ チ ェー ロmacheroと 呼 ば れ る特 別 の人 々 に よ って 採 取 され る。 マ チ ェー ロ は,

カマ ナ お よ び タ ク ナ県 南 部 に集 中 して い る。 カ マ ナの マ チ ェー ロに は二 種 類 あ り,夏

の 間高 地 の プ ノ県 か ら季 節 的 に 海 浜 に住 む 人 々 と,本 来 カ マナ に住 居 を持 ち,海 岸 に

寝 泊 りす る仮 小 屋 を 作 って,年 中 マ チ ャ狩 りをす る人 々 に分 れ る。 作業 は,潮 の 引い

た とき,道 具 を 使 わず 手 で お こ なわ れ,イ シ グ ァisiguaと い う編 み か ご の 中 に入 れ ら

れ る 。 マ チ ャは そ う して生 の ま ま市 場 に売 られ る こと もあ るが,多 くは乾 され,45-50

キ ログ ラム 入 りの小 さ な麻 袋 か ポ リエ チ レ ンの袋 につ め られ る。収 穫 量 は,夏 に一 袋,

冬 に そ の半 分 とい うの が一 日の 平 均 で あ る と い う。1972年 に とれ た マ チ ャの 量 は600

T.M.だ った とい うが,そ れ 以 後 マ チ ェー ロの数 は増 加 して い る に もか か わ らず,供

給 量 は 減少 して い る。 おそ ら く濫獲 が 原 因 で あ ろ う[ONERN　 1973:559]。 マ チ ャの

生 産 量 の約 半分 は リマ,30%は ア レキ ー パ に運 ば れ,そ こ か ら地 方 の 市 場 ワ ンカ ー ヨ,

アヤ クー チ ョ,ク ス コ,プ ノ等 へ 行 くとい う。　 リマ に持 ち こまれ る マチ ャの 約95%

は カ マ ナか ら来,あ との5%が ワル メ イ,ピ ス コ,マ タ ラニ な ど か ら来 る[ONERN

I973:560]。 マ チ ャの仲 買 人 は コ ピア ドー ルcopiadorと 呼 ば れ,カ マナ 市 の アグ ス テ

ィ ン ・ガ マ ラ街 にあ る マ ンコ ・カ パ クManco　 Capacと い う集 積 場 に 行 って 買付 け

をす る。 マ チ ャの 値 は 当 然 の こと なが ら夏 季 に安 く,冬 季 に高 い。1978年 冬 にお ける

カ マ ナ等 の 市 場 で の 価格 は,1キ ロ グ ラ ム120-180ソ ルで あ った 。 カマ ナ郡 の役 所 は,

他 の都 市 の 市 場 に持 ち出 さ れ る マ チ ャ に対 し,1袋 あ た り3ソ ル の税 金 を 課 して い る。

乾燥 マ チ ャにつ い て は,コ ピア ドー ルが 直 接 海 岸 に 出か け て行 って 仕 入 れ,カ マナ の

市場 の小 売 り商 人 に納 め るの が ふ つ うで あ る。 た だ し,マ チ ャを 乾 かす の は マ チ ェー

ロで は な く,パ サ ドールpasadorと 呼 ばれ る人 々で あ る。

　 マ チ ャの採 取 に従 事 す る人 々の数 は,夏 季 に は カ マ ナだ けで1,000人 を越 す とい う。

冬 に は そ れ が3分 の1に な る とい うか ら,3分 の2が プ ノ県 か ら来 る季 節 労 働 者 と考

えて よい だ ろ う。近 年 タ ク ナ県 の 南 部 に お い て マ チ ェ ー ロ の活 動 が さか ん に な って き

て い る とい う。 そ の数 は は っき りとわ か らな い が数 百 人 に達 す る と言 わ れ,チ リとの
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国境 にす ぐ近 い サ ンタ ・ロ サSanta　 Rosa,ロ ス ・パ ロスLos　 Palos,.ラ ・ヤ ラダ等 に,

プ ノ県 の 人 々 が季 節 的 に降 りて 来 て小 屋 に住 み,マ チ ャを取 って 乾 かす 。 タ ク ナの 人

は乾 した マ チ ャは食 べ な い ので,製 晶 はす べ て他 の 地 方 に 送 られ る と考 え て よ い。 タ

クナ 県 の 海岸 に お いて は,コ チ ャユ ー ヨは あ ま り取 れ な い ので,ア レキ ーパ 県 にお け

る コ チ ャユ ー ヨ採 取 に代 る高 地 民 の 活動 と して,マ チ ャ採取 が お こなわ れ る よ う にな

った の で あ ろ う。

　 マ チ ャは 南部3県 に お け る も っ と も生 産量 の多 い海 産 物 で あ る が,リ マ,ア レキ ー

パ を 経 て,ま た は直 接 ル ー トに よ って,大 量 の乾 燥 マ チ ャが 高地 に送 られ る こ と は注

目 して よい 。しか し,乾 か して取 引 き さ れ る の は,マ チ ャに限 らな い 。た とえ ば ア レキ

ーパ 市 の市 場 で 観 察 した と ころ に よれ ば
,つ ぎの よ うな もの が 干 物 に して 売 られ て い

た。 貝 類 で はマ チ ャ,ラ バ,ト リー ナ,魚 で は コ ヒ ノバc()jinoba(2VePtomenZtS　 craSSttS),

トヨtollo(Mustelus　 sp・),そ れ に食用 蛙,川 エ ビ(あ とで述 べ る カ マ ロ ンcamar6n),

コチ ャユ ー ヨが あ った 。 も と もと,チ ュニ ョや チ ャル キ(乾 肉)の 例 を見 て もわ か る

よ うに,乾 燥 させ て 食 物 を 保存 す る とい うの は,高 原 民 の 間 で 考 え られ た工 夫 で あ っ

た。 上 に述べ た よ うな 海 産 物 が,干 物 に され て高 地 民 の間 に 出廻 って い る とい う事 実

は,も と もとそ れ らの 海 の 産物 を取 る仕 事 が,海 岸 低 地 の人 々だ けで な く,高 地 の人

々 に よ って もふ る くか らお こな わ れて い た こ とを暗 示 して い る。 そ の ほ か に も,ア レ

キ ーパ 県 の チ ャパ ラ川 の 河 口近 くその 他 で,内 陸 ・高 地 の 人 々が,ト ビ ウオ の卵 を と

って干 物 に して い るの を 見 た が,こ れ も カ ウ カ ウcaucauと 呼 ん で クス コそ の他 の市

場 で売 られて い る。一スペ イ ン人 が牛 や 豚一や 鶏 を もた らす まで は,ア ンデ ス の高 地 民 は

リャマ の 肉 しか食 べ な か った 。 そ れ を補 う蛋 白源 と して,海 産 物 が利 用 され,貝 や 魚

を 乾 して輸 送 す る こ とが古 くか らお こな われ て いた可 能 性 を考 え て み る必 要 が あ るだ

ろ う。 最近,ペ ル ー の古 代 文 明 成 立 に あ た って の海 産 物 の 重要 性 が 強調 され は じ めて

い る[MORS肌EY　 1975]が,中 央 ア ンデ ス の民 族 誌 も,同 じ角 度 か ら見 なお して み

る必 要 が 感 ぜ られ る。す で に17世 紀 に,イ エ ズ ス会 士 の ベル ナ ベ ・コ ボ(前 出)は こ

の 点 に注 目 して,中 央 ア ンデ スの 住 民 は祭 の と き以 外 肉を た べ な い けれ ど もチ ャル キ

を作 って,ト ウガ ラ シ,チ ュニ ョ,ジ ャガ イ モ そ の他 の野 菜 と まぜ て ロク ロ10croと

い う煮 物 を 料 理 す る,と 述 べ,さ らに 「この 煮物 は干 し魚 で も作 られ,干 し魚 もひ じ

ょ うに よ く使 わ れ る,」[CoBo　 l956(1653)Lib.14,　 c.5]と 書 い て い る。

　 先 に あ げた 干 物 の 中 に川 エ ビが あ った が,こ れ も古 くか らペル ーで 捕獲 され流 通 し

て い た こ とを コボ は 記 録 してい る。
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　 「川 エ ビは,褐 色 で あ り,料 理 す る と,サ ンゴの よ うに 赤 くな る。 い ろい ろ な種

類 が あ り,大 きい もの小 さい もの ま ちま ちで あ る。 い ず れ も この ペル ー王 国 で た く

さん 産 す る。 そ して干 して い ろい ろな地 方 に送 られ る。 採取 す る時 期 は,川 が 満 水

で ふ くれ あ が る夏 で あ る。 そ の 時 期 に,川 に ス ノ コや 籠 を 入 れ て,た くさん 捕獲 さ

れ る。冬 に川 の水 が澄 ん で 少 な くな る とき,平 地 の イ ンデ ィオ た ち は,分 流 の水 を

ほ か に流 して 干 上 らせ,カ マ ロ ンを と る。」[CoBo　 1956(1653)Lib・7,　 c・9]

　 実 は この川 エ ビが,マ チ ャ とな らん で,カ マ ナーマヘ ス 川 の主 要 な産 物 で あ る。 オ

コニ ャ,ビ トルVitor,タ ンボ,サ マ等 の諸 川 で もた くさん の川 エ ビが取 れ る。 そ し

て マ チ ャ以 上 の 普 及 度 を も って,ペ ル ー人 の 食卓 に上 る 。

　 コ ボ は,川 エ ビ採 取 の時 期 が 「夏 」 で あ る と言 って い るが,11月 に 山 が雨 期 に な り,

水 量 が 急 に増 した ときが 川 エ ビの 繁殖 期 で あ る。 コ ボの 言 うス ノ コcafiizo,籠nasa

は最 近 まで よ く使 わ れ,イ サ ンガizanga,チ ャ ウ コchaucoと 呼 ば れ て い た 。近 年 で

は,夜 間 人 工 照 明 に よ って捕 獲 す る方 法 も導 入 さ れ た。 これ らい ず れ の 方法 も現 在 で

は禁 止 され,ペ ル ー 漁業 省 は,水 中 メガ ネ を使 って採 取 を お こな う こ とを奨 励 して い

る 。投 げ網 を 使 う方 法 もあ る が能 率 的 で は な い 。伝 統 的 な捕 獲 法 が 禁 止 され た の は,

濫獲 の た め川 エ ビの 数 が急 に減 少 した か らで あ る。 シ ワ ス川 の よ うに,川 エ ビが い な

くな って しま った 川 す ら もあ る 。 さ らに漁 業省 は,繁 殖 期 の川 エ ビを 保 護 す る た め,

1月15日 か ら6月30日 まで,禁 猟 期 間 を設 けて い る。

　 カマ ナーマヘ ス流 域 だ け で も川 エ ビ採集 者,い わ ゆ る カ マ ロ ネー ロcamaroneroは

3,500な い し4,000人 い る と言 わ れ る。 南 部3県 を 合 わ せ た ら,1万 人 前 後 の 採 集 人 が

い るだ ろ う。 彼 らは,平 均 して1日 に2-3キロ グ ラム,よ い と き に は4キ ログ ラ ム,

少 な い と きで も1キ ログ ラ ムの川 エ ビを収 穫 す る。 カ マ ロネ ーロ は集 荷 人 に,1キ ロ

グ ラム200ソ ル 前 後 で 川 エ ビを 引 き わ たす 。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,

　 オ ネル ンの報 告書 に よれ ば,カ マナーマ ヘ ス川 で産 出す る川 エ ビの70%が リマ の 市

場 に,15%が ア レキ ーパ の市 場 に行 く。 そ して10%が 捕獲 地 で消 費 され,あ との5%

が その 他 の 地方 に 運 ばれ る。 また カマ ナーマヘ ス か らの 出荷 が,リ マ の 市場 の約60%,

ア レキ ーパ の 市 場 の 約50パ ー セ ン トを 供給 し,全 国一 に立 って い る[ONERN　 1973:

566]。

　 川 エ ビが 捕 獲 され,商 業 ル ー トに乗せ られ て,消 費 者 の手 に入 る まで の 経 路 は次 の

通 りで あ る。 まず,カ マ ロネ ー ロ は,川 の両 岸 に小 屋 を 作 って捕 獲 に従 事 し,つ か ま

え た川 エ ビを,川 の 水 に ひ た した ミズガ ヤcarrizOの 大 き な籠 の 中 に入 れ る。 こ う し
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て お くと川 エ ビ は約5日 間 生 きて い るの で,か な りの 量 を集 めて 集 荷人 に売 る こ とが

で き る。 カ マ ロ ネ ー ロは各 地 か ら季 節 的 に集 ま って 来 る 人 々 だが,高 地 人 が 多 く,プ

ノ県 お よび ア レキ ーパ 県 の 北部 山地 出 身 が大 半 で あ る。

　 集荷 の方 法 は,大 別 して ふ たつ あ る。 第1は バ ル セ ー ロbalseroす な わ ちバ ル サ集

荷 人 に よ る もの で あ る。 バ ル セ ー ロ と は,セ ル バ地 方 で とれ る木(Ochroma　 sp.)を 組

ん でバ ル サbalsaす な わ ち イ カダ を作 り,川 を下 りなが ら,カ マ ロ ネ ー ロ か ら川 エ ビ

を 集 め る集 荷 人 の ことで あ る。バ ル サ はバ ル セ ー ロの 所 有 で な く,資 本 を 持 つ 商 人 の

もの で あ り,木 材 を小 型 トラ ック で 出発 点 まで 輸 送 す る費 用 も商 人 の 負 担 で あ る。バ

ル セ ー ロは,川 上 で イ カダ を 組 み,午 前1時 ごろか ら川 を 下 りは じめ る。 バ ル セ ーm

はカ マ ロネ ー ロ の小 屋 に ひ とつ ひ とつ寄 って,川 エ ビを 計 量 し,代 金 を 払 う。 バ ル セ

ー ロは カ マ ロ ネ ー ロ に食 料 を 供給 す る の で
,そ の代 金 は差 引 か れ る。 バ ル セ ー ロ は,

10-12時 間 か か って 川 を下 りな が ら川 エ ビを 集 め,商 人 に引 き わた す 。 商 人 は カ ミオ

ネテ ー ロcamioneteroつ ま り小 型 トラ ック所 有 者 と も呼 ば れ,川 べ りで バ ル セ ー ロ

か ら受 け と った荷 を じぶ ん の家 に あ る保 存 所 に は こ び,氷 を 入 れて2,3日 おい て か ら,

500な い し2,500キ ログ ラ ムの 荷 を ま とめ て,都 会 の市 場 に輸 送 す る。 品物 は,仲 買 人

の手 を 経 て 小 売 商 人 に 引 き渡 さ れ る。

表1　 カ マロン(川 エビ)の 販売経路

川 エ ビ 採 取 人

↓

集　　荷　　人

↓

ポ ロ ン ゲ ー ロ

↓

バ ル サ集 荷 人

↓

→ カ ミオ ネ テ ー ロ

↓

仲　　買　　入

↓ ↓

小 売 商

↓

消 費 者
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　集 荷 の 第2の 方 法 は,コ ピア ドー ルcopiadorす な わ ち集 荷人 に よ る もの で,こ れ

は第1の もの よ り規 模 が 小 さ く,馬 や ラバ を用 いて 川 岸 を 行 き,カ マ ロネ ーuか ら川

エ ビを集 め るの で あ る。 バ ル サ に よ る方法 に比 べ る と能 率 が わ る く,ま た収 入 も劣 る。

コ ピア ドール も品物 を カ ミオ ネ テ ー ロに渡 す 。

　 カ ミオ ネ テ ー ロの手 を経 な い で,地 方 の 小 さな市 場 に 出荷 され る分 もあ る 。量 と し

て は問 題 に な らな い く らい 少 な い が,ポ ロ ンゲ ー ロporongueroと い う小 仲 買人 が,

コ ピア ドー ル か ら直 接 品 物 を 買 い つ け て,小 売 商 に渡 す の で あ る。 ポ ロ ンゲ ー ロ と い

う名 は,彼 らの使 う川 エ ビ入 れ の容 器 の名(porongo)か ら来 て い る(表1)。

　 以 上 述 べ た の は,カ マ ナーマ ヘ ス川 流 域 にお け る シス テ ムで あ るが,他 の 川 で も大

体 同 じよ うな や り方 で 捕 獲,集 荷,出 荷 が お こ なわ れ て い るよ うで あ る。 た だ し,谷

間 が けわ しくて,バ ル サ に よ る以 外 には集 荷 が 困難 な よ うな と ころ,た とえ ば オ コニ

ャ川 流 域 で は,バ ル セ ー ロ即 コ ピア ドー ル で あ る。 オ コ ニ ャ河 口付近 の川 エ ビ商 人 か

ら得 た情 報 によれ ば,オ コ ニ ャの コ ピア ドール は,四 輪 駆動 の 小 型 トラ ックで 海 抜

2,000メ ー トル 以 上 の オ コニ ャ川 左 岸 の 高地 を越 え,中 流 の イ キ ビIquipi,ラ ・ビ ク

ト リァ 】La　Victoria付 近 まで 行 って バ ル サ を組 み,河 口 まで 約60キ ロメ ー トル の 流 れ

を 下 りな が ら,カ マ ロネ ー ロか ら荷 を集 め るの だ とい う。

　 乾燥 川 エ ビ は,生 の ま ま 出荷 され る もの に 比 べ れ ば量 は少 ない が,生 産地,ま た は

都 会 の市 場 で 準 備 され,高 地 む け に販 売 され る。 イ キ ビの イ ンフ ォ ー マ ン トによれ ば,

その 地 の カ マ ロネ ー ロが取 った川 エ ビの一 部 を 乾 燥 化 した もの を,山 か ら降 りて来 る

人 た ちが 買 って行 くそ うで あ る。

8.高 原の牧民と海岸地方

　 以 上 述 べ て きた の は,す べ て 高 地 民 た ちの海 岸 地 方 に お け る活 動 で あ った が,そ の

大 部 分 は,農 民 の カ テ ゴ リー に属 す る人 々で あ る。 中央 ア ンデ スの 高地 に は,農 民 と

と もに,リ ャマ,ア ル パ カを 飼 育 す る牧 民 が住 ん で い る。 垂 直 統 御 を お こな う農 民 の

生 産圏 のい ちば ん上 に は,高 度4,000メ ー トル を こえ る ブ ナが あ って,そ こに住 む 牧

民 は,下 の農 民 の 家畜 を あず か る と と もに,自 己の 所有 す る家 畜 を 守 って 暮 して い る 。

この牧 民 は,農 民 の よ うに 定 着 的 な生 活 を お こな わ ず,リ ャマ を連 れ て 移 動 し,と き

に は何百 キ ロ メー トル も旅行 して,ア ンデ ス の山 地 を 横 切 り,他 地 方 の ケ チ ュ ア地 帯

に住 む 農 民 の村 や,海 岸 の川 の流 域 な ど に降 りて行 って,交 易 を お こな うの で あ る

[CoNcHA　 CoNTRIE　 RAs　 l　975]。 中央 ア ンデ ス の牧 民 は,交 易商 人 で あ った 。彼 らは,

彼 らだ けの知 る小 さな 山 路 の ネ ッ トワー クの 中 を 自 由 に う ご き まわ り,自 己完 結 的 な
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農 民 の村 々を つ な ぐ社 会 ・経 済 的 な役 割 を演 じて い た 。 自動 車道 路 の発 達 と,流 通 経

済 の滲 透 が,牧 民 た ち の そ う した役 割 を減 じつ つ あ る こ とは事 実 で あ る[CASAVERDE

1977】 。 しか し彼 らは今 日伝 統 的 な 活動 を停 止 して しま った わ けで はな い 。 この よ う

な牧 民 が,海 岸地 方 に や って くる か ど うか,そ して な に をす る の か,と い うの が,南

部3県 を 調 査 した と きの 問 題 の ひ とつ で あ った。

　 牧 民 が リャ マを 連 れ て 海 岸 地 方 にや って くる た め に は,ロ マ スlomasの 形 成 が 必

要 で あ る。 ガル ー アgartiaと い う濃 い霧 が 発 生 し,海 岸 の丘 陵地 帯 に植 物 が あ らわ

れ る と き,山 の 牧 民 は家 畜 を 連 れ て下 って くる こ とが で き る。 ロ マ ス は6月 ご ろか ら

形 成 され る。 この こ ろ山 は乾 期 に入 るか ら,牧 民 に と って は都 合 が よい 。 タ ク ナ県 の

カ プ リー ナ,サ マ,ロ ク ンバ な ど の川 筋 で は4,5年 に1回 ロ マ スが 形成 され,今 で

も牧 民 が 家 畜 と と もに来 る と い う。 た だ し,1977,1978年 は異 常 に 乾燥 した年 で,川

の 水 の 澗 れ た と ころ も多 く,ロ マ ス も発 達 しな か った の で,リ ャマ 牧 民 のす が た は海

岸 地 方 で は見 か け られ な か った。 した が って 以 下 に述 べ る こ と は,実 際 の 観 察 で はな

く,海 岸 地 方 の 住 民 の 証 言 に も とつ い て い る。

　 プロ レス ・オ チ ョアに した が って,プ ノ県 パ ラテ ィー アParatiaの リャマ,ア ル パ

カ牧 民 の交 易 活 動 を 表 に して み る と,第2表 の よ うに な る 。彼 らは5-7月 に ア レキ ー

パ,プ ノ方 面 に 出か けて 行 って,ト ウモ ロ コ シ,ジ ャガ イ モ,大 麦 な どを 手 に入 れ る。

8-10月 に はア レキ ーパ,プ ノ,ワ ン カHuanca等 で トウモ ロコ シ,大 麦,小 麦,ジ ャガ

イ モを 手 に 入 れ る。1-3月 には モケ グア に行 って,イ チ ゴ,リ ン ゴ,ナ シな どを 手 に入

れ る 。カサ ベ ル デ に よれ ば,ア レギ ーパ 県 カ イ ゴニナ の 牧 民 は 「消費 物 資 を手 に入 れ る

唯 一 の方 法」 と して,物 々交 換 を 父 祖 の 時 代 か らお こ な って き た とい う[CASAVERDE

l977:176]。 しか し,近 年 に お いて は,牧 民 た ちが 海 岸 に もた らす チ ャル キや チ ュ ニ

ョが 自動 車 輸 送 によ って 諸 都市 に は こば れ,ま た牧 民 自身 が 貨 幣 経 済 に 参与 す る 度合

い が 多 くな って きた か ら,彼 らの 交 易 活 動 はむ か しほ どで は ない 。 プ ロ レス ・オ チ ョ

ア は,パ ラテ ィー ア の牧 民 が,今 か ら30年 以 上前 に は,ワ ンカ ネHuancan6,ロ サ パ

タRosapataを 通 って ボ リビア の東 部 の カ マ ー チ ョCamachoま で行 き,オ レ ン ジや

コ カや トウモ ロ コ シを交 換 に よ って 手 に入 れ た が,今 で は も うそ の よ うな旅 行 を しな

い,と 言 って い る[FLoREs　 OcHoA　 1968:132]。 コ ンチ ャ ・コ ン トレー ラス に よ

れ ば,ア プ リマ ック県 ア ンタバ ンバAntabambaや ア イ マ ラエ ス の牧 民 は,以 前 は

マヘ ス や オ コ ニ ャの 流 域 に まで 進 出 した が,10年 ぐ らい前 か ら活 動 が低 調 に な り,コ

タ ワ シ,チ ュキバ ンバ あ た りまで しか 行 か な くな った とい う[CONCHA　 CONTRERAS

1975:71]。
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表2　 リャマ ・ア ル パ カ牧 民 の一 年 間 の 活 動一 プ ノ県 パ ラテ ィー ア の例

　 　 　([FLoREs　 OcHoA　 1979]1こ よ る)一
　 月181gl・ …　 1・21・213141516{7

季 節 乾 期 雨 期 乾 期

放牧地

牧

畜

の

行

事

主 な
仕 事

高 地 で の 放 牧 低 い パ ンパ で の 放 牧

交 尾一刈　毛

付属し
た仕事 機 お り一糸 つ む ぎ 糸 つ む ぎ

居 住 カ バ ー ニ ャ(
家族の分散)

居住地
の高度 海 抜4,400m以 上

エ ス タ ン シ ア

(家族 の集中)

4,400m以 下

高地での放牧

屠殺一チ ャル キ製造

機 おり一糸 つむぎ

カ バ ー ニ ャ
(家族 の分散)

4,　4UOmY■ 上

交

易

産 物
トウモ
ロ コ シ

交易地
ア レ キ
ー ノ・ε

トウ モ
ロ コ シ

ジ ャガ

イモ

ワンカ
の市

小ムギ大
ムギ

ア レキ
ー パ と

プ ノ

イ チ ジ ク

リンゴ
モ モ

モケグア

トウ モ ロ コ シ
ジ ヤガ イモ

大 ム ギ

ア レキ ー パ と

プ ノ

販

売

毛と皮 ラ ンパ,サ ンタ ・ル シア,
プ リア カ,カ バ ニ ヤ ス

鮮　肉 モ ケ グ ア,ア レキ ーパ

儀

式

儀 礼
ウ ィ ラ
ンチ ャ

目 的牧草地

モケ グア

ノぐ 一 ゴ

カ トリック
の祭礼

アルパカ とリャ
マの増殖

カルナバル

ロサ リ

オの聖
母

カルメ
ンの聖

母,聖
アン ト
ニオ

　 牧 民 た ちの交 換活 動 を低 下 させ て い る も うひ とつ の 原 因 は,リ ャ マ,ア ル パ カの 毛

の買 付 け が,シ クア ニ に本 拠 を お く商 人 に よ って,大 々的組 織 的 に お こな わ れ る よ う

にな った こ とに よ る[ORLovE　 I　97刀 。 第2表 に は,パ ラテ ィー ア の牧 民 が,3-7月

に,ラ ンパLampa,サ ンタ ・ル シァSanta　 Lucia,ブ リァ カ,カ バ ニ ヤ スCabanillas

等 に 出 か け て羊 毛 を 売 る こ と にな って い るが,こ う した活 動 は今 で はお こな わ れ な い。

ア プ リマ ック県 カ ライ バ ンバ で は,コ ミュ ニ テ ィを支 配 す る ミス テ ィmisti連 中 が,

ブ ナの 牧民 に飼 育 させ る リ ャマ の毛 を 馬 や ラバ に 積 ん で,イ ンデ ィオ の 馬 引 き てア リ

ェ ー ロarriero)に 輸 送 させ,コ ラコ ラ,コ タ ワ シを 通 って ア レキ ー一パ まで は るば る

と旅 し,農 具 や衣 類 を 買 って い た とい う。 また 彼 らは,ア リエ ー ロを ク ス コの東 の 熱
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帯 低 地 に送 って,コ カや コー ヒー を手 に入 れ,リ ャ マの 毛 を 刈 る 時 期 で あ る雨 期 に,

そ の コ カを 持 って ブ ナに上 り,牧 民 に贈 って いた とい う。 しか し,こ の 習慣 も,10年

ほ ど前,シ ク ア ニ商 人 の 進 出 に よ って 下火 に な り,つ い にな くな って しま った(友 枝

啓 泰氏 に よ る)。

　 海岸 の方 か ら見 て,現 在 高 原 の 牧 民 の 活 動状 況 は ど の よ うに な って い るで あ ろ うか。

　 まず,か つ て は牧 民 が 山 か ら降 りて 来 て,チ ュ ニ ョや チ ャル キ と果 物,ト ウガ ラ シ

な ど と交 換 して い た が,今 で は それ が 見 られ な くな った地 方 が あ る。 北 か ら順 に,ア

カ リ,ハ キ,タ ナ カ,チ ャ ラ,オ コ ニ ャ川下 流,マ ヘ ス川,シ ワ ス川 下 流,タ ンボ 川

下 流,ロ ク ンバ,サ マ ・グ ラ ンデ な どで あ る。 いず れ も ここ7-10年 位 の 現 象 で あ るが,

タナ カ の よ うに,30年 以 上 前 か ら来 な くな った,と い う所 もあ る。

　 つ ぎ に,今 で も牧 民 が来 る とい う地 方 だが,上 記 の 川 の上 流 地 方 に は,ま だ 来 る と

こ ろが 多 い よ うで あ る 。 た と え ば,オ コ ニ ャ川 中 流 の イキ ビ,シ ワス川 の上 流 の ピタ

イ,タ ンボ川 上 流 の オ マ ー テOmate,モ ケ グア の 北 の トラタ な ど で は,牧 民 の チ ャ

ル キや チ ュ ニ ョ と,イ チ ゴ,ト ウ モ ロ コシ等 の交 換 が 今 で もお こな わ れて い る。 イ キ

ビや カ ラ ベ リで は,1ア ロー バ の チ ャル キ と2アP一 バ の 乾燥 イチ ゴ が交 換 され る と

の こと で あ った 。 流 通 と市 場経 済 の発 達 して い る海 岸 近 くに は牧 民 は も う行 か ない が,

す こ し山地 に はい って 交 通不 便 な と こ ろで は,ま だ 物 々交換 が お こな わ れて い る ので

あ る 。 と くに注 目 され るの は,峡 谷 が け わ しい た め,海 岸 か ら自動 車 道 路 が は い り こ

ん で い な い,オ コニ ャ川 中流 の イ キ ビ,ウ ラス キUrasquiな どで は,一む か しそ のま ま

の 状 態 で伝 統 的 な 交 易 が お こなわ れ て い る こ とで あ る 。

　 第3に あ げ られ るの は,牧 民 の 海 岸 地 方 に お け る労 働 で あ る。 これ は,コ チ ャユ ー

ヨ等 の 採 取 と,水 田,オ リー ブ畑 等 に お ける 賃 銀労 働 の ふ た つ に大 別 され る。 ア グ ア

・サ ラー ダ で 得 られ た 口述 資 料 に よれ ば,ロ マス が 形成 され る年 に は,リ ャ マを 連 れ

た 牧 民 が や って きて,谷 間 に あ る遺 跡 の 中の,お そ ら く先 史時 代 の石 が こ いの 中に リ

ャマを 入 れ じぶ ん た ち は コチ ャユ ー ヨを取 るの で あ る。 ア グ ア ・サ ラーダ の定 住 した

コチ ャユ ー ヨ採 取 民 の 狩 場 に 割 り こん で葛 藤 が お こる よ うな こ とは な いか,と い う問

い に た い して,イ ンフ ォ ー マ ン トは,「 われ わ れ は 岩 壁 に ロー プ を使 って 降 りて 作 業

す る専 門家 だが,牧 民 た ち は しろ う とで そ の よ うな 危 険 を お か す 勇 気 は な く,海 辺 の

あ ぶ な くな い所 で コ チ ャユ ー ヨを取 る か ら衝 突 はお こ らな い」 と答 え た。 ア グ ア ・サ

ラ ーダ の住 民 と牧 民 た ち はす で に顔 見 知 りに な って い る よ うで あ り,わ れ われ の調 査

した1978年 は乾 い た年 で ロマス が 出 来 な か った が,そ れ で も前 に 来 た牧 民 が ひ と り,

バ スで や って 来 て コチ ャユ ー ヨを 取 って 行 った そ うで あ る。
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　 チ ャ ラで は,牧 民 が 来 る,と い う情 報 と,前 は来 た が も う来 な い,と い う相 反 す る

情 報 が 得 られ た。 後 者 は,物 々交 換 に来 る牧 民 が い な くな った,と い う意 味 で あ ろ う。

コ ンチ ャ ・コ ン トレー ラ スが ア プ リマ ック地 方 で得 た 情 報 に よれ ば,牧 民 の あ る者 た ち

は,砂 糖 や米 を手 に入 れ るた め に チ ャ ラ港 ま で交 易 に 出 か けて い た が,自 動車 で そ れ ら

が手 に はい る よ うに な った か ら 今 で は止 めて しま った とい う[CoNcHA　 CoNTRERAs

1975:73]。 しか し,コ チ ャユ ー ヨ等 の 海 産物 を と りに来 る牧 民 が今 で もあ る こと は,

た しか な よ うで あ る。 チ ャ ラの ふ た りの イ ンフ ォ ー マ ン トに よれ ば,牧 民 は4,5人 で

リャマを 連 れ て や って きて,海 岸 に近 い牧 草 の 生 え た丘 の上 に ひ と り番 を 残 し,他 の

者 た ちは海 辺 まで 降 りて コ チ ャユ ー ヨを 取 るの で あ る。 この ロ述 資 料 は,ア テ ィ コ と

オ コニ ャの 中間 に あ る ラ ・ボデ ーガ で得 られた 証 言 と も一 致 す る 。 そ こで は,1976年

に牧 民 が や って来 て,高 台 の 牧 草 地 に リャマ群 を残 し,海 岸 に 出て 海 草 を 取 った とい

う。 ア テ ィ コ港 で も同様 の情 報 が 得 られ た 。 ア グ ア ・サ ラ ーダ か らア テ ィ コお よ び そ

の先 まで の地 方 は,山 が海 岸 に迫 り,高 い 台地 状 に な って い るの で,今 で も牧 民 が 海

岸 まで 接 近 で き るの で あ ろ う。

　 流 通 経 済 の発 達 に もか か わ らず,牧 民 の 交 易 活 動 は,現 在 で もふ た つ の領 域 で維 持

さ れて い る。 ひ とつ は,上 に述 べ た,海 岸 の 川 の 上 ・中流 の流 域 にお け る交 易 で あ る。

これ は,そ れ らの 奥 ま った地 方 が,ま だ 比 較 的 市場 経 済 の洗 礼 を う けて お らず,ま た

物 々交 換 が,牧 民 に と って も,交 換 相 手 の農 民 に と って も利 点 を持 って い るか ら存 在

理 由 を失 って い ない ので あ る。 交換 の比 率 は伝 統 的 に 定 ま って お り,市 場 価 格 の よ う

に は げ し く変 動 す る こ と はな い 。 オ コニ ャの イキ ビで は1ア ローバ(約11.5キ ロ グ ラ

ム)の チ ャル キが2ア ロ ーバ の トウ モ ロコ シか 小 麦 と交 換 され る。 シワ ス川 上 流 の例

で は,3.5ア ローバ の小 麦 また は トウモ ロ コ シが12な い し15キ ログ ラム の チ ャル キ ま

た は チ ャ ロ ーナ と交 換 さ れ る。 す なわ ち40キ ログ ラム あ ま りの 穀 類 が,12-15キ ロ グ

ラ ムの 干 肉 と交換 さ れ る ので あ る。 これ を単 純 に市 場 にお け る価格 に換 算 して み る と,

い ち じ る し く不 均等 な交 換 で あ る。 た とえ ば1978年11月22日(水),ア レキ ーパ 県 カ マ

ナ に お け る トウモ ロ コ シ1キ ログ ラ ム の価 格 は60ソ ル,そ れ にた い して チ ャル キ は

325ソ ル,チ ャ ロー ナ は340ソ ル で あ った 。 だ か ら,シ ワスで は3,900な い し4,875ソ ル

の もの を,2,400ソ ル の もの と交 換 し,イ キ ビで は325ソ ル の もの を120ソ ル の もの と

交 換 して い る こと にな る。 そ れ で も物 々交 換 は,む か しか ら不 変 の 交 換 率 に よ って い

る,と い う安定 性 の故 に好 まれ,だ れ も市 場 価 格 に換算 して 値 切 った りまた 逆 に 値 を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 サ

釣りあげたりはしないのである。もちろん,こ ういう交換が成立する場所は,幹 線自

動車道路や大きな市場から遠 く離れていなければな らない。そうい う場所では,市 場
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価 格 は実 感 を と もな わ ぬ 抽象 的 な概 念 で あ り,む し ろ農 民 に と って は チ ュニ ョや チ ャ

ル キ,チ ャ ロー ナ,牧 民 に と って は トウモ ロ コ シや 果 物(乾 燥 した場 合 が 多 い)と い

った,生 活 必 需 物 資 を,安 定 した交 換 率 で 確 実 に手 に入 れ る こと の方 が 重 要 な の で あ

る。

　 牧 民 た ちの 交 易 が今 な お有 効 に維 持 され て い る も う ひ とつ の領 域 は,コ ンチ ャ・コ ン

トレー ラス が ケ ブ ラーダquebradaで の交 換 と呼 ん だ と ころ の もので あ石[CoNcHA

CoNTRERAs　 1975:76]。 ケ ブ ラーダ と は峡 谷 とい う意 味 だ が,ア ンデ ス高 原 に開 析

され て い る河 谷 を さ し,ユ ンガ また は ケ チ ュア と呼 ば れ る温 暖 地 で あ る。 当 然 こ こは,

トウモ ロ コ シや 小 麦 な ど の 農 耕 地 にな って,農 村 の数 も多 い。 南 ペル ー で 言 え ば,

ア バ ンカ イ　Abancay,ア ンダ ワイ ラスAndahuaylas,ア ンタバ ンバ,　 アイ マ ラエ

スな どが そ の例 で あ る。 ア レキ ーパ,ア ヤ クー チ ョ,ク ス コ,お よび ア プ リマ ック

の 諸県 の 高地 か ら,多 くの牧 民 が 集 ま って くる。 カサ ベル デ は,ア レキ ーパ 県 カ イ

ヨー マ郡 の 山地 に住 む 牧 民 た ちが,マ ヘ ス川 上流 の コル カ川 流 域 の ケ ブ ラーダ に 出て

きて 農 民 と お こな う交 易 が,相 互 補 完 的 な 体 系 を つ くって お り,牧 民 と農 民 の 関係

は シ ンメ トリカ ル で あ って,し ば しば 顔見 知 りの 関 係 に あ り,相 互 間 に 一 種 の信 頼

感 が あ って,ど ち らの側 も この交 換 を 維 持 しよ うとす る意 志 がつ よい こ とを 強 調 して

い る[CAsAvERDE　 I977:176-183]。 ア プ リマ ック県 カ ラ イバ ンバ にお い て た しか

め られ た と こ ろ に よ る と,上 記 の よ う に,ア リエー ロの 交 易 は お こな われ な くな った

(PP.38-39)が,ブ ナ に住 む牧 民 の 交 易 は今 で も相 変 らず お こな われ て い る よ うで あ

る。.すなわ ち,カ ライバ ンバ の牧民 は,ア レキー パ 県 の 山 地 の ワル ワHuarhuaの 塩

山 の塩 や,海 岸地 方 の コチ ャユ ー ヨ,乾 燥 イ チ ジ クな ど を交 換 に よ っで 手 に入 れ,こ

れ らの 品物 や,じ ぶ ん の と こ ろで生 産 す る チ ャル キ,そ して カ ライ バ ンバ の 農 民 か ら

交換 に よ って手 に入 れ た チ ュニ ョな どを リャ マ に積 ん で,ア バ ンカ イ の谷 まで 降 り,

そ この 農 民 と交 易 して,ト ウモ ロ コ シを入 手 す る(友 枝 啓 泰 氏 に よ る)。

　 リャマ,ア ル パ カ牧 民 は,む か しか ら中央 ア ンデ スの 地 域 間 交 易 の専 従 者 で あ り,

垂 直 統 御 の成 立 に大 き な役 割 を はた して きた。 彼 らの活 動 は,ペ ル ー 全土 の高 地 と海

岸 を 結 び つ け て い た と想 像 され るが,ス ペ イ ン人 の 征 服 後 の 変 化 と,共 和 国 独 立 後 の

情 勢 に よ り,中 ・北 部 の海 岸 で は大農 園農 業 が発 達 を とげて 同 地 方 に流通 経 済 がす す

み,ま た一 方 で は リャマ の 数 が減 少 して,現 在 フ ニ ンJun丘n以 北 で はほ とん ど見 られ

な くな って しま った よ うな状 況 で あ る。 そ れ に反 して,ア ヤ クー チ ョ県 か ら南 の諸 県

に お いて は,今 な お牧 民 が た くさん の リャマ,ア ル パ カを 飼 い,ケ ブ ラー ダ や海 岸 地

方 の農 民 と交 易 を お こな って 　地 域 間 の交 流 と統 合 に役 割 を はた して い る。 以 上 の考

41



国立民族学博物館研究報告　　5巻1号

察は,牧 民の交易の経済的,物 質的側面だけを問題にしてきたが,彼 らが農民社会と

結ぶ社会関係についても今後研究することが必要であろう。
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